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(57)【要約】
【課題】本体側の制御回路と、吐出異常検出部と温度異
常検出部とを含む吐出ユニットとの間で伝送される検出
信号の数の割に信号線の数を少なく抑えられる液体吐出
装置及び液体吐出方法を提供する。
【解決手段】ヘッドユニットは、駆動信号生成回路７４
からの駆動信号ＣＯＭを受けて液体を吐出可能な吐出部
Ｄと、吐出部Ｄの吐出状態を検出して状態検出信号を出
力する吐出異常検出部７５３と、ヘッドユニット５２の
温度異常を検出して温度異常検出信号を出力する温度異
常検出部７５２とを備える。ヘッドコントローラー７２
は、状態検出信号に応じて吐出部Ｄの状態を判別する吐
出状態判別部７３３と、温度異常検出信号に応じて駆動
信号生成回路７４に駆動信号ＣＯＭの生成を停止させる
駆動信号生成停止部７３２とを有する。共通の信号線Ｃ
Ｗ１を介して伝送される各検出信号は、ヘッドユニット
５２が温度異常である場合、互いに異なる信号電位をと
る。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を吐出可能な吐出ユニットと、前記吐出ユニットを制御する制御回路とが配線を介
して接続された液体吐出装置であって、
　前記吐出ユニットは、
　駆動信号を受けて駆動素子が動作することで液体を吐出可能な吐出部と、
　前記吐出部の吐出状態を検出して状態検出信号を出力する吐出異常検出部と、
　前記吐出部を含む吐出ユニットの温度異常を検出して温度異常検出信号を出力する温度
異常検出部とを備え、
　前記配線は、前記状態検出信号と前記温度異常検出信号とを出力する信号出力端子に接
続された１つの信号線を備え、
　前記制御回路は、
　前記駆動信号を生成する駆動信号生成部と、
　前記信号線を介して入力した前記状態検出信号に応じて前記吐出部の状態を判別する状
態判別部と、
　前記信号線を介して入力した前記温度異常検出信号に応じて、前記駆動信号生成部にお
ける前記駆動信号の生成を停止させる駆動信号生成停止部と、
を有し、
　前記状態検出信号と前記温度異常検出信号は、前記吐出ユニットが少なくとも温度異常
である場合、互いに異なる信号電位をとる、
ことを特徴とする液体吐出装置。
【請求項２】
　前記状態検出信号はアナログ信号であり、前記温度異常検出信号は高電位と低電位とを
とる２値の電位からなるデジタル信号であることを特徴とする請求項１記載の液体吐出装
置。
【請求項３】
　前記吐出ユニットの温度異常を検出した場合、前記温度異常検出信号は、高電位と低電
位のうち異常を示す一方に維持されることを特徴とする請求項２に記載の液体吐出装置。
【請求項４】
　前記高電位は、前記状態検出信号の最大振幅のときの最大電位よりも高い電位であるこ
とを特徴とする請求項２又は３に記載の液体吐出装置。
【請求項５】
　前記１つの信号出力端子へ出力する信号を前記温度異常検出信号と前記状態検出信号と
の間で切り換える切換回路を更に備えたことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項
に記載の液体吐出装置。
【請求項６】
　前記駆動素子は圧電素子であり、前記吐出部は前記圧電素子の変位に応じて液体を吐出
する構成であり、
　前記吐出異常検出部は、前記圧電素子が吐出時に変位した後の残留振動に基づく起電力
を前記状態検出信号とすることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の液体
吐出装置。
【請求項７】
　駆動信号生成部が生成した駆動信号を受けて動作する駆動素子の変位に応じて液体を吐
出する吐出部の状態を検出して状態検出信号を出力する吐出異常検出ステップと、
　前記吐出部を含む吐出ユニットの温度異常を検出して前記状態検出信号と互いに異なる
範囲の信号電位をとる温度異常検出信号を出力する温度異常検出ステップと、
　１つの信号線を介して入力した前記状態検出信号に応じて前記吐出部の状態を判別する
状態判別ステップと、
　前記１つの信号線を介して入力した前記温度異常検出信号に応じて前記駆動信号生成部
における前記駆動信号の生成を停止させる駆動信号生成停止ステップと
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を備えたことを特徴とする液体吐出方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、用紙等の媒体に対して液体を吐出可能な吐出部を備えた液体吐出装置及び液
体吐出方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、この種の液体吐出装置として、吐出ヘッドの複数のノズルからインク（液体
の一例）を吐出して用紙等の媒体に印刷を行うインクジェット式のプリンターが広く知ら
れている。こうしたプリンターでは、インク滴を吐出する複数の吐出部を有し、吐出部ご
とに設けられた圧電素子（駆動素子）が駆動信号に基づき変位することによって吐出部の
ノズルから液体が吐出される（例えば特許文献１、２等）。
【０００３】
　例えば特許文献１，２に記載の液体吐出装置では、吐出部ごとの圧電素子にノズルから
インク滴を吐出させるために供給される駆動信号を生成可能な駆動信号生成回路（駆動信
号生成部の一例）及び制御回路が、装置本体側に設けられている。制御回路からの画素デ
ータ及び駆動信号発生回路からの駆動信号は、本体側の制御回路からフレキシブルフラッ
トケーブル等の配線を介して吐出ユニットへ伝送される。
【０００４】
　例えば特許文献１では、本体側の制御回路（コントローラー）から吐出ヘッドへ画素デ
ータ及び駆動信号が伝送され、一方、吐出ヘッドから制御回路へ温度異常検出信号（過加
熱報知信号）が伝送される。また、特許文献１の液体吐出装置で使用されているフレキシ
ブルフラットケーブルからなる配線では、各信号線をグランド線の間に配置することで、
ノイズ対策が行われているため、信号線が１本増えるだけでもそのノイズ対策用の信号線
を含めると複数本の信号線を増やさなければならない構成である。
【０００５】
　また、例えば特許文献２に記載のインクジェットプリンターは、吐出部の状態を検出可
能な残留振動検出部（状態検出部の一例）と、圧電素子に駆動信号形成回路からの駆動信
号を供給するか、圧電素子の起電力を残留振動検出部に供給するかを選択する選択部とを
吐出ユニット側に備える。残留振動検出部の出力信号（状態検出信号）は、フレキシブル
フラットケーブル中の信号線を介して本体側の制御回路へ出力され、制御回路は出力信号
に基づいて吐出ヘッドの吐出異常をノズルごと（圧電素子ごと）に検出する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－１８１９８５号公報
【特許文献２】特開２０１５－６６８３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、上記各特許文献１に記載の液体吐出装置が備えた温度異常検出部と、特許文
献２に記載の吐出部の状態を検出する状態検出部（残留振動検出部）とを共に吐出ユニッ
トに設けた場合、温度異常検出信号と状態検出信号とを液体吐出装置の本体側の制御回路
に伝送する２本の信号線をフレキシブルフラットケーブル等の配線に設ける必要がある。
しかし、本体側の制御回路と吐出ユニットとを接続している配線を構成する信号線の数が
増えると、信号線の設計作業が複雑になる。このため、吐出ユニット内の検出部の数が増
えても、制御回路と吐出ユニットとを接続している配線を構成する信号線の数をなるべく
少なく抑えたいという要求がある。なお、シリアルプリンターやラインプリンターなど吐
出方式の違いに依らず、本体側の制御回路と吐出ユニットとがフレキシブルフラットケー
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ブル等の配線を介して接続された液体吐出装置であれば、この種の課題は概ね共通する。
【０００８】
　本発明の目的は、本体側の制御回路と、吐出異常検出部と温度異常検出部とを含む吐出
ユニットとの間で伝送される検出信号の数の割に信号線の数を少なく抑えられる液体吐出
装置及び液体吐出方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　以下、上記課題を解決するための手段及びその作用効果について記載する。
　上記課題を解決する液体吐出装置は、液体を吐出可能な吐出ユニットと、前記吐出ユニ
ットを制御する制御回路とが配線を介して接続された液体吐出装置であって、前記吐出ユ
ニットは、駆動信号を受けて駆動素子が動作することで液体を吐出可能な吐出部と、前記
吐出部の吐出状態を検出して状態検出信号を出力する吐出異常検出部と、前記吐出部を含
む吐出ユニットの温度異常を検出して温度異常検出信号を出力する温度異常検出部とを備
え、前記配線は、前記状態検出信号と前記温度異常検出信号とを出力する信号出力端子に
接続された１つの信号線を備え、前記制御回路は、前記駆動信号を生成する駆動信号生成
部と、前記信号線を介して入力した前記状態検出信号に応じて前記吐出部の状態を判別す
る状態判別部と、前記信号線を介して入力した前記温度異常検出信号に応じて、前記駆動
信号生成部における前記駆動信号の生成を停止させる駆動信号生成停止部と、を有し、前
記状態検出信号と前記温度異常検出信号は、前記吐出ユニットが少なくとも温度異常であ
る場合、互いに異なる信号電位をとる。
【００１０】
　この構成によれば、状態検出信号と温度異常検出信号は、互いに異なる信号電位をとる
ので、これらの信号が仮に重畳しても判別可能であり、１つの信号線を状態検出信号と温
度異常検出信号とに兼用しても、吐出部の状態の判別と、温度異常時における駆動信号生
成部による駆動信号の生成の停止とを、適切に行うことができる。
【００１１】
　上記液体吐出装置では、前記状態検出信号はアナログ信号であり、前記温度異常検出信
号は高電位と低電位とをとる２値の電位からなるデジタル信号であることが好ましい。
　この構成によれば、状態検出信号はアナログ信号であり、温度異常検出信号が高電位と
低電位とをとる２値の電位からなるデジタル信号である。このため、温度異常検出信号が
温度異常時にとりうる高電位と低電位との２値のうちいずれか一方を、状態検出信号のと
りうる電位の範囲と異ならせることが可能になる。よって、温度異常検出信号と状態検出
信号とを判別し、吐出部の状態の判別と、温度異常検出信号に応じた駆動信号生成部によ
る駆動信号の生成の停止とを、適切に行うことができる。
【００１２】
　上記液体吐出装置では、前記吐出ユニットの温度異常を検出した場合、前記温度異常検
出信号は、高電位と低電位のうち異常を示す一方に維持されることが好ましい。
　この構成によれば、吐出ユニットの温度異常を検出した場合、温度異常検出信号は、高
電位と低電位のうち異常を示す一方に維持される。よって、温度異常検出信号と状態検出
信号とを判別し、吐出部の状態の判別と、温度異常検出信号に応じた駆動信号生成部によ
る駆動信号の生成の停止とを、適切に行うことができる。
【００１３】
　上記液体吐出装置では、前記高電位は、前記状態検出信号の最大振幅のときの最大電位
よりも高い電位であることが好ましい。
　この構成によれば、２値のデジタル信号からなる温度異常検出信号の高電位は、アナロ
グ信号からなる状態検出信号の最大振幅のときの最大電位よりも高い電位であるので、駆
動信号生成停止部は、１つの共通の信号線を介して伝送される状態検出信号と区別して温
度異常検出信号を適切に判別できる。
【００１４】
　上記液体吐出装置では、前記１つの信号出力端子へ出力する信号を前記温度異常検出信
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号と前記状態検出信号との間で切り換える切換回路を更に備えていることが好ましい。
　この構成によれば、切換回路によって、１つの信号出力端子へ出力される信号が温度異
常検出信号と状態検出信号との間で切り換えられる。よって、共通の１つの信号線により
温度異常検出信号と状態検出信号とを出力できるうえ、温度異常検出信号と状態検出信号
との重畳を極力回避できる。
【００１５】
　上記液体吐出装置では、前記駆動素子は圧電素子であり、前記吐出部は前記圧電素子の
変位に応じて液体を吐出する構成であり、前記吐出異常検出部は、前記圧電素子が吐出時
に変位した後の残留振動に基づく起電力を前記状態検出信号とすることが好ましい。
【００１６】
　この構成によれば、吐出部は駆動信号を受けた圧電素子の変位に応じて液体を吐出する
。吐出異常検出部は、圧電素子が吐出時に変位した後の残留振動に基づく起電力（例えば
電圧）を状態検出信号とする。このように液体の吐出に使用される圧電素子が、吐出部の
状態を検出する検出素子を兼ねるので、吐出部の状態を検出する専用の検出素子を別途設
ける必要がない。
【００１７】
　上記課題を解決する液体吐出方法は、駆動信号生成部が生成した駆動信号を受けて動作
する駆動素子の変位に応じて液体を吐出する吐出部の状態を検出して状態検出信号を出力
する吐出異常検出ステップと、前記吐出部を含む吐出ユニットの温度異常を検出して前記
状態検出信号と互いに異なる範囲の信号電位をとる温度異常検出信号を出力する温度異常
検出ステップと、１つの信号線を介して入力した前記状態検出信号に応じて前記吐出部の
状態を判別する状態判別ステップと、前記１つの信号線を介して入力した前記温度異常検
出信号に応じて前記駆動信号生成部における前記駆動信号の生成を停止させる駆動信号生
成停止ステップとを備えている。この液体吐出方法によれば、上記液体吐出装置と同様の
作用効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】第１実施形態における外装ハウジングを取り外した状態のプリンターの斜視図。
【図２】吐出ヘッドの底面及び圧電素子を示す模式図。
【図３】吐出部の構成を示す断面図。
【図４】吐出部の吐出動作を説明する模式部分断面図。
【図５】吐出部の吐出動作を説明する模式部分断面図。
【図６】吐出部の吐出動作を説明する模式部分断面図。
【図７】プリンターの電気的構成を示すブロック図。
【図８】吐出ヘッド及びヘッドコントローラーの電気的構成を示すブロック図。
【図９】吐出ヘッドの駆動回路の電気的構成を示すブロック図。
【図１０】吐出ヘッドを制御する駆動信号及び各種信号を示すタイミングチャート。
【図１１】吐出ヘッド内の温度異常検出部と吐出異常検出部とを含む回路の構成を示す回
路図。
【図１２】温度異常検出部を示す回路図。
【図１３】吐出異常検出部の等価回路を示す回路図。
【図１４】吐出異常検出部が出力する状態検出信号を示すグラフ。
【図１５】気泡に起因する異常ノズルを示す吐出ヘッドの模式部分断面図。
【図１６】乾燥に起因する異常ノズルを示す吐出ヘッドの模式部分断面図。
【図１７】紙粉に起因する異常ノズルを示す吐出ヘッドの模式部分断面図。
【図１８】フレキシブルフラットケーブルの一部を示す模式断面図。
【図１９】状態検出信号NSASと温度異常検出信号XHOTとを示すグラフ。
【図２０】吐出ヘッドにおける検出処理を示すフローチャート。
【図２１】制御回路における制御処理を示すフローチャート。
【図２２】第２実施形態における吐出ヘッド内の温度異常検出部と吐出異常検出部とを含
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む回路の構成を示す回路図。
【図２３】吐出ヘッドにおける検出処理を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　（第１実施形態）
　以下、液体吐出装置の一例であるインクジェット式のプリンターの第１実施形態につい
て、図面を参照して説明する。
【００２０】
　図１に示すプリンター１１は、外装ハウジングが取り外された状態にあるシリアルプリ
ンターである。プリンター１１は、上側と前側が開口する略四角箱状の本体フレーム２０
を有し、その本体フレーム２０の図１におけるその左右の側壁間には所定長さを有するガ
イド軸２１が架設されている。キャリッジ２２はこのガイド軸２１に沿って走査方向Ｘ（
主走査方向）に移動可能に案内される。キャリッジ２２は、本体フレーム２０の背板の内
側に取着された一対のプーリー２３，２３に巻き掛けられた無端状のタイミングベルト２
４の一部に固定されている。図１における右側のプーリー２３はキャリッジモーター２５
の駆動軸に取着された駆動プーリーで、キャリッジモーター２５が正逆転駆動されてタイ
ミングベルト２４が正転・逆転することにより、キャリッジ２２は走査方向Ｘに往復移動
する。
【００２１】
　図１に示すように、キャリッジ２２の下部には、吐出ヘッド２６が設けられている。ま
た、キャリッジ２２の上部に凹設されたカートリッジホルダー２２ａには、複数個（図１
の例では４個）の液体供給源の一例としてインクカートリッジ２７が装着されている。各
インクカートリッジ２７には、液体の一例として、例えば黒（Ｋ）、シアン（Ｃ）、マゼ
ンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）を含む複数色（図１の例では４色）のインクがそれぞれ１色
ずつ収容されている。なお、インクの色数は４色に限らず、１色（一例として黒）、２色
、３色、５～８色でもよい。また、インクカートリッジ２７の装着方式は、インクカート
リッジ２７をキャリッジ２２に装着する所謂オンキャリッジタイプに替え、本体フレーム
２０側のカートリッジホルダーに装着する所謂オフキャリッジタイプでもよい。また、液
体供給源は、インクカートリッジに限らず、例えばプリンター１１の外装ハウジングの側
面などに取り付けられるインク補充方式のインクタンクでもよい。
【００２２】
　吐出ヘッド２６は、各インクカートリッジ２７から供給されたインクを、用紙等の媒体
Ｐと対向する側の面であるノズル開口面２６ａに開口する各ノズル２６ｂ（いずれも図２
参照）からそれぞれ吐出する。吐出ヘッド２６は、キャリッジ２２に接続されたフレキシ
ブルフラットケーブル４０を介してプリンター１１内の本体フレーム２０に取り付けられ
た不図示の制御基板に実装された制御回路５１（図７参照）と通信可能に接続されている
。そして、吐出ヘッド２６は、制御回路５１からキャリッジ２２の１走査（１パス）で印
刷する分ずつ逐次転送される印刷データに基づいて駆動される。
【００２３】
　図１に示すように、吐出ヘッド２６の印刷時の移動領域と対向する下方位置には、媒体
Ｐを支持するとともに、吐出ヘッド２６と媒体Ｐとの間隔（ギャップ）を規定する長尺状
の支持台２８が走査方向Ｘに沿って延びる状態に配置されている。印刷中は媒体Ｐのうち
支持台２８の上面（支持面）に支持された箇所に、吐出ヘッド２６の各ノズル２６ｂから
吐出されたインク滴が着弾する。
【００２４】
　また、キャリッジ２２の背面側には、キャリッジ２２の移動量に比例する数のパルスを
含む検出信号（エンコーダーパルス信号）を出力するリニアエンコーダー２９がガイド軸
２１に沿って延びるように設けられている。プリンター１１は、リニアエンコーダー２９
の検出信号のパルスエッジの数を計数することでキャリッジ２２の走査方向Ｘの位置及び
速度（単位時間当たりのパルス数）を把握し、これらの位置及び速度の情報に基づきキャ
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リッジ２２の位置制御及び速度制御を行う。
【００２５】
　また、本体フレーム２０の図１における右側下部には、給送モーター３０及び搬送モー
ター３１が配設されている。給送モーター３０は、不図示のカセット内に収容された複数
枚の媒体Ｐの表面に当接する不図示の給送ローラー（例えばピックアップローラー）を駆
動し、媒体Ｐを最上位のものから一枚ずつ給送する。また、給送モーター３０は、プリン
ター１１の背面側に設けられた不図示の手差し用の媒体載置部に載置された媒体を給送可
能な不図示の給送ローラーを駆動することで、媒体Ｐをプリンター本体内へ給送する。給
送された媒体Ｐはその先端部が搬送ローラー対３２に到達するまで送り出される。
【００２６】
　図１に示すように、搬送方向Ｙに支持台２８を挟んだその上流側と下流側の各位置には
、搬送モーター３１を動力源とする、搬送ローラー対３２と排出ローラー対３３とがそれ
ぞれ配置されている。給送された媒体Ｐは、搬送ローラー対３２及び排出ローラー対３３
に挟持（ニップ）された状態で搬送方向Ｙに搬送され、印刷が終わると両ローラー対３２
，３３の回転により搬送方向Ｙに不図示のスタッカー上へ排出される。
【００２７】
　図１に示すシリアル式のプリンター１１は、キャリッジ２２を走査方向Ｘに往復動させ
ながら吐出ヘッド２６のノズル２６ｂ（図２参照）から媒体Ｐに向けてインクを吐出する
印字動作と、媒体Ｐを搬送方向Ｙに次の走査位置（印刷位置）までの規定の搬送量で搬送
する送り動作とを交互に繰り返すことで、媒体Ｐに文書や画像等を印刷する。
【００２８】
　本実施形態のプリンター１１は、例えば大判の媒体Ｐを搬送して印刷できる大判タイプ
の印刷装置である。このため、吐出ヘッド２６のノズルの目詰まり等の吐出異常に起因し
て印刷画像に白筋等が発生して一定の印刷品質を満たさなくなると、その印刷物は失敗と
なり、その印刷に使った媒体Ｐとインクが無駄になる。このため、本実施形態のプリンタ
ー１１は、吐出異常を検出する吐出異常検出機能を備えている。
【００２９】
　図１においてキャリッジ２２の移動経路上の一端位置（図１では右端位置）が、キャリ
ッジ２２が非印刷時に待機するホーム位置ＨＰ（ホームポジション）となっている。ホー
ム位置ＨＰにあるキャリッジ２２の直下となる位置には、吐出ヘッド２６に対してクリー
ニング等のメンテナンスを行うメンテナンス装置３４が配設されている。メンテナンス装
置３４は、キャップ３５、ワイパー３６及び吸引ポンプ３７等を備えている。メンテナン
ス装置３４は、ホーム位置ＨＰに配置された吐出ヘッド２６のノズル開口面２６ａ（図２
参照）にキャップ３５を当接させた状態で吸引ポンプ３７を駆動し、吐出ヘッド２６のノ
ズル２６ｂからインクを強制的に吸引排出するクリーニングを行う。このクリーニング時
に吸引排出された廃インクは、メンテナンス装置３４から支持台２８の下側に配置された
廃液タンク３８へ排出される。本実施形態では、搬送モーター３１は、吸引ポンプ３７の
動力源ともなっており、ホーム位置ＨＰに到達する過程でキャリッジ２２が不図示の切換
えレバーを操作することで、ホーム位置近傍に配置された動力伝達切換機構３９の動力伝
達経路が吸引ポンプ３７側に切り換えられる。なお、吸引ポンプ３７を専用の電動モータ
ーの動力で駆動させてもよい。
【００３０】
　また、キャリッジ２２は印刷中に定期又は不定期にホーム位置ＨＰに移動して、吐出ヘ
ッド２６の全ノズルから印刷とは関係のないインク滴をキャップ３５に向けて吐出するフ
ラッシング（空吐出）を行う。印刷中にインク滴が吐出されない不使用ノズル内のインク
は、時間の経過と共に徐々に増粘し、これがノズル目詰まりの原因になる。このため、印
刷中は前回のフラッシング実施時点からの経過時間が設定時間に達する度に、キャリッジ
２２はそのときの走査を終えると、ホーム位置ＨＰに移動してフラッシングを実施する。
【００３１】
　図２に示すように、吐出ヘッド２６のノズル開口面２６ａには、搬送方向Ｙに一定のノ
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ズルピッチで一列に配列された♯１～♯１８０の計１８０個のノズル２６ｂによりそれぞ
れ構成された複数列（例えば４列）のノズル列Ｎ１～Ｎ４が形成されている。本例では、
４列のノズル列Ｎ１～Ｎ４は、黒（Ｋ）、シアン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ
）の４色にそれぞれ対応している。つまり、ノズル列Ｎ１に属するノズル２６ｂが黒（Ｋ
）のインク滴を吐出し、ノズル列Ｎ２に属するノズル２６ｂがシアン（Ｃ）のインク滴を
吐出し、ノズル列Ｎ３に属するノズル２６ｂがマゼンタ（Ｍ）のインク滴を吐出し、さら
にノズル列Ｎ４に属するノズル２６ｂがイエロー（Ｙ）のインク滴を吐出する。なお、ノ
ズル列を構成する各ノズル２６ｂの配列は、一定ピッチの直線状の配列に限らず、一定ピ
ッチの二列が互いに半ピッチずれて配列されたジグザグ状でもよい。
【００３２】
　また、図２に示すように、吐出ヘッド２６には、♯１～♯１８０の１８０個のノズル２
６ｂからインク滴を吐出するために駆動される駆動素子群４１が設けられている。駆動素
子群４１は、ノズル２６ｂと対応する駆動素子４２をノズル数と同数（例えば７２０個）
の駆動素子４２を備えている。駆動素子４２は、例えば圧電素子２６０（ピエゾ素子）（
図３参照）からなる。なお、図２では、吐出ヘッド２６の外側に、ノズル列Ｎ１を構成す
る♯１～♯１８０の１８０個のノズル２６ｂに対応する駆動素子４２だけを模式的に描い
ている。
【００３３】
　駆動素子４２は、所定駆動波形の駆動信号が印加されると、電歪作用より、ノズル２６
ｂに連通するキャビティー２６４を区画する壁部の一部を構成する振動板２６５（いずれ
も図３参照）を振動させて、キャビティー２６４を膨張・圧縮させることによりノズル２
６ｂからインク滴を吐出させる。なお、駆動素子４２は、圧電素子以外に、駆動信号に基
づいて静電作用により駆動される静電駆動素子からなるものであってもよい。さらに駆動
素子４２は、インクを加熱して膜沸騰により発生した気泡の圧力（膨張圧）を利用してノ
ズルからインク滴を吐出させるヒーター素子でもよい。このように吐出ヘッド２６のノズ
ル２６ｂからインク滴を吐出する吐出駆動方式は、圧電駆動方式、静電駆動方式、加熱駆
動方式のいずれを採用してもよい。
【００３４】
　次に図３を参照して、吐出ヘッド２６のノズル２６ｂからインク滴を吐出する吐出部Ｄ
の構成について説明する。図３では、吐出ヘッド２６に設けられた複数の吐出部Ｄのうち
の１つの吐出部Ｄと、この１つの吐出部Ｄにインク供給口２７１を通じて連通するリザー
バー２７２と、インクカートリッジ２７からリザーバー２７２にインクを供給するための
インク供給流路２７３とを示している。
【００３５】
　図３に示すように、吐出部Ｄは、駆動素子４２の一例である圧電素子２６０と、内部に
インクが充填されたキャビティー２６４（インク室）と、キャビティー２６４に連通する
ノズル２６ｂと、振動板２６５とを備えている。吐出部Ｄは、圧電素子２６０が駆動信号
ＣＯＭ（図７参照）により駆動されることにより、キャビティー２６４内のインクをノズ
ル２６ｂから吐出させる。
【００３６】
　吐出部Ｄのキャビティー２６４は、凹部を有する所定形状に成形されたキャビティープ
レート２６６と、ノズル２６ｂが形成されたノズルプレート２６７と、振動板２６５とに
より区画される空間である。キャビティー２６４は、インク供給口２７１を通じてリザー
バー２７２と連通している。リザーバー２７２は、インク供給流路２７３を通じて１つの
インクカートリッジ２７と連通している。
【００３７】
　本実施形態では、圧電素子２６０として、例えば図３に示すようなユニモルフ（モノモ
ルフ）型を採用する。圧電素子２６０は、下部電極２６１と、上部電極２６２と、下部電
極２６１及び上部電極２６２の間に設けられた圧電体２６３とを有する。そして、下部電
極２６１が所定の基準電位ＶSSに設定され、上部電極２６２に駆動信号ＣＯＭが供給され
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ることで、下部電極２６１及び上部電極２６２の間に電圧が印加されると、この印加され
た電圧に応じて圧電素子２６０が図３における上下方向に撓んで振動する。
【００３８】
　キャビティープレート２６６の上面開口部を閉塞する振動板２６５には、圧電素子２６
０の下部電極２６１が接合されている。このため、圧電素子２６０が駆動信号ＣＯＭによ
り振動すると、振動板２６５も振動する。そして、振動板２６５の振動によりキャビティ
ー２６４の容積（キャビティー２６４内の圧力）が変化し、キャビティー２６４内に充填
されたインクがノズル２６ｂより吐出される。
【００３９】
　インクの吐出によりキャビティー２６４内のインクが減少した場合、リザーバー２７２
からキャビティー２６４へインクが供給される。また、リザーバー２７２へはインクカー
トリッジ２７からインク供給流路２７３を通じてインクが供給される。なお、圧電素子２
６０は、バイモルフ型又は積層型でもよい。
【００４０】
　次に、図４～図６を参照して、吐出部Ｄのインク吐出動作について説明する。図４に示
す状態において、吐出部Ｄが備える圧電素子２６０（図３参照）に駆動信号ＣＯＭ（図１
０参照）が供給されると、駆動信号ＣＯＭを受けた圧電素子２６０に電極間の電界に応じ
た歪みが発生し、吐出部Ｄの振動板２６５は図５における上方向へ撓むことで変位する。
これにより、図４に示す初期状態と比較して、図５に示すように、吐出部Ｄのキャビティ
ー２６４の容積が拡大する。図５に示す状態において、駆動信号ＣＯＭの印加が解消され
ると、振動板２６５は、その弾性復元力によって復元し、図６に示すように、初期状態に
おける振動板２６５の位置を越えて同図における下方向に移動し、キャビティー２６４の
容積が急激に収縮する。このときキャビティー２６４内に発生する圧力により、キャビテ
ィー２６４を満たすインクの一部が、このキャビティー２６４に連通しているノズル２６
ｂからインク滴として吐出される。
【００４１】
　次に図７を参照してプリンター１１の電気的構成を説明する。図７に示すように、プリ
ンター１１は、制御回路５１と、複数の吐出部Ｄを有する吐出ユニットの一例としてのヘ
ッドユニット５２と、吐出ヘッド２６を有するキャリッジ２２を走査方向Ｘに移動させる
走査機構５３と、媒体Ｐの給送と搬送方向Ｙへの搬送とを行う搬送機構５４とを備えてい
る。また、プリンター１１は、吐出部Ｄの吐出異常が検出された場合にその吐出部Ｄのイ
ンクの吐出状態を正常に回復させるメンテナンスを行うメンテナンス装置３４を備える。
また、制御回路５１は、各種モーター２５，３０，３１及び吐出部Ｄ等の制御による印刷
制御と、メンテナンス装置３４の制御によるメンテナンス制御と、吐出部Ｄの吐出異常を
検出する吐出異常検査とを行う。さらにプリンター１１は、各種の制御に用いられる制御
プログラム及び各種情報を記憶する記憶部５５を備える。
【００４２】
　図７に示すように、走査機構５３は、キャリッジ２２を走査方向Ｘに移動させる動力源
となるキャリッジモーター２５と、キャリッジモーター２５を駆動させるモーター駆動回
路６１と、キャリッジ２２の走査方向Ｘにおける位置及び速度の取得に用いられるリニア
エンコーダー２９とを備える。
【００４３】
　図７に示すように、搬送機構５４は、給送モーター３０と、給送モーター３０を駆動さ
せるモーター駆動回路６２と、搬送モーター３１と、搬送モーター３１を駆動させるモー
ター駆動回路６３とを備える。さらに搬送機構５４は、媒体Ｐの搬送量に比例する数のパ
ルスを含む検出信号（エンコーダーパルス信号）を出力するエンコーダー６４を備える。
また、搬送機構５４は、給送モーター３０の動力で回転する不図示の給送ローラー、搬送
モーター３１の動力で回転する図１に示す搬送ローラー対３２及び排出ローラー対３３を
備える。
【００４４】
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　記憶部５５は、ホスト装置１００（ホストコンピューター）からプリンター１１が受信
した印刷データＰＤや、各種処理に必要なデータを一時的に格納し、あるいは制御プログ
ラムを一時的に展開するＲＡＭ（Random Access Memory）と、プリンター１１の各部を制
御するための制御プログラム等を格納する不揮発性メモリーとにより構成される。
【００４５】
　制御回路５１は、ＣＰＵ７１（Central Processing Unit）及びヘッドコントローラー
７２を備える。ヘッドコントローラー７２は、ＡＳＩＣ７３（Application Specific IC
）と駆動信号生成部の一例としての駆動信号生成回路７４とを備える。ＡＳＩＣ７３は、
ＣＰＵ７１とバスを介して接続されている。
【００４６】
　ＣＰＵ７１は記憶部５５に記憶されている制御プログラムに従って動作することで、プ
リンター１１の各部の動作を制御する。詳しくは、ＣＰＵ７１は、記憶部５５から読み出
した制御プログラムを実行し、リニアエンコーダー２９からの検出信号に基づきキャリッ
ジモーター２５を制御し、エンコーダー６４の検出信号に基づき給送モーター３０及び搬
送モーター３１を駆動制御する。
【００４７】
　また、ＣＰＵ７１は、メンテナンス実施時期になると、キャリッジモーター２５を制御
してキャリッジ２２をメンテナンス位置（例えばホーム位置ＨＰ）に移動させた後、メン
テナンス装置３４を制御して吐出ヘッド２６のクリーニングを行わせる。また、ＣＰＵ７
１は、フラッシング実施時期になると、キャリッジモーター２５を制御してキャリッジ２
２をフラッシング位置（例えばホーム位置ＨＰ）に移動させるとともに、ＡＳＩＣ７３に
指示して吐出ヘッド２６の全ノズル２６ｂから印刷とは関係のないインク滴を吐出させる
フラッシング（空吐出）を行わせる。このフラッシングによりノズル２６ｂ内の増粘した
インクやインク中の気泡等を排出させてノズル２６ｂ内のインクがリフレッシュされる。
【００４８】
　また、ＣＰＵ７１は、ホスト装置１００から受信した印刷データＰＤのうちヘッドユニ
ット５２の制御に用いられる印刷制御データＳＩｎ（図１０参照）をＡＳＩＣ７３へ送信
する。ＡＳＩＣ７３は、印刷制御データＳＩｎと吐出制御用の各種信号を、フレキシブル
フラットケーブル４０を介して吐出ヘッド２６内のヘッド制御部７５に送信する。また、
駆動信号生成回路７４は、ＡＳＩＣ７３の指示により生成した駆動信号ＣＯＭを、フレキ
シブルフラットケーブル４０を介してヘッド制御部７５に送信する。
【００４９】
　ここで、ヘッドユニット５２は、吐出ヘッド２６と、インクカートリッジ２７から吐出
ヘッド２６へインクを供給する不図示のインク供給流路を含むインク供給機構とにより構
成されている。また、吐出ヘッド２６は、ヘッド制御部７５と、複数の吐出部Ｄを有する
吐出部群７６とを内蔵している。ヘッド制御部７５はヘッドドライバーＩＣを備える。図
７では吐出部群７６を１色分（ノズル１列分）のみ示しているが、実際には吐出部群７６
は複数列分（例えば４列分）設けられている。なお、ヘッドコントローラー７２を構成す
る主制御回路としてＡＳＩＣ７３を設けたが、ＦＰＧＡ（field-programmable gate arra
y）に替えることもできる。また、ＣＰＵ７１はＡＳＩＣ７３内に内蔵されていてもよい
。
【００５０】
　制御回路５１は、印刷に関する各種制御を司る他、吐出ヘッド２６から入力した状態検
出信号ＮＳＡＳ（残留振動検出信号）に基づいて、吐出部Ｄが正常な吐出が可能な正常状
態であるか、それとも正常な吐出が不能な吐出異常状態であるかを判別する判別処理を行
う。さらに制御回路５１は、吐出ヘッド２６から後述する温度異常検出信号ＸＨＯＴを入
力すると、駆動信号生成回路７４に対して駆動信号ＣＯＭの生成を停止させる停止処理を
行う。また、制御回路５１は、キャリッジ２２の走査方向Ｘの位置を示す値を計数する不
図示のＣＲカウンター、及び媒体Ｐの搬送方向Ｙの位置を示す値を計数する不図示のＰＦ
カウンターを備える。
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【００５１】
　ＣＰＵ７１は、ホスト装置１００からの印刷データＰＤに基づいてヘッドユニット５２
、走査機構５３及び搬送機構５４を制御し、媒体Ｐに印刷データＰＤに応じた文書又は画
像を印刷する印刷制御を行う。このとき、ＡＳＩＣ７３は、記憶部５５に一時格納された
印刷データＰＤのうち吐出ヘッド２６へ転送すべき印刷制御データＳＩｎをヘッド制御部
７５に転送して吐出部Ｄを駆動させる。このとき、ヘッド制御部７５は、印刷制御データ
ＳＩｎに基づき、吐出部Ｄからのインクの吐出の有無、インクの吐出量及びインクの吐出
タイミング等を制御する。これにより、吐出ヘッド２６のノズル２６ｂから吐出されたイ
ンク滴が媒体Ｐ上に着弾してできるドットのサイズ及び位置が調整され、媒体Ｐに印刷デ
ータＰＤに応じた画像等が印刷される。
【００５２】
　次に図８を参照して、ヘッドコントローラー７２及びヘッドユニット５２の詳細な電気
的構成を説明する。
　図８に示すように、ヘッドコントローラー７２内のＡＳＩＣ７３は、データ転送部７３
１、駆動信号生成停止部７３２及び状態判別部の一例としての吐出状態判別部７３３を備
える。また、吐出ヘッド２６内のヘッド制御部７５は、ヘッド駆動回路７５１、温度異常
検出部７５２及び吐出異常検出部７５３を備える。
【００５３】
　データ転送部７３１は、印刷制御データＳＩｎをフレキシブルフラットケーブル４０内
の一部の信号線ＣＷを介してヘッド駆動回路７５１に転送する。ヘッド駆動回路７５１は
、印刷制御データＳＩｎに基づいて吐出部Ｄの駆動素子４２を駆動させる。温度異常検出
部７５２は、ヘッドユニット５２の温度異常を検出する。特に本例の温度異常検出部７５
２は、吐出ヘッド２６内のヘッド制御部７５（詳しくはヘッドドライバーＩＣ）の温度異
常を検出する検出処理を行い、温度異常検出信号ＸＨＯＴを吐出ヘッド２６からフレキシ
ブルフラットケーブル４０内の１つの信号線ＣＷ１を介してＡＳＩＣ７３内の駆動信号生
成停止部７３２に出力する。この温度異常検出信号ＸＨＯＴは、高電位（Ｈレベル）と低
電位（Ｈレベル）とをとる２値のデジタル信号である。本例では、温度異常検出信号ＸＨ
ＯＴは、検出した温度が正常なときは低電位（Ｌレベル）を出力し、検出した温度が異常
なときは高電位（Ｈレベル）を出力するデジタル信号である。なお、温度異常検出部７５
２の詳細な構成は後述する。
【００５４】
　また、吐出異常検出部７５３は、圧電素子２６０が吐出時に変位した後の残留振動に基
づく起電力を状態検出信号ＮＳＡＳとする。吐出異常検出部７５３は、各吐出部Ｄからの
残留振動検出信号Ｖout（図１１参照）を基に生成した状態検出信号ＮＳＡＳ（図１４参
照）を、吐出ヘッド２６からフレキシブルフラットケーブル４０内の１つの信号線ＣＷ１
を介してヘッドコントローラー７２内のＡＳＩＣ７３に出力する。この状態検出信号ＮＳ
ＡＳは、残留振動検出信号Ｖoutを基に生成されたものであるため、残留振動に応じた所
定の振幅で振動する電圧値をとるアナログ信号であり、吐出部Ｄの吐出正常時と吐出異常
時とで異なる振動波形をとる。
【００５５】
　図８に示すように、温度異常検出部７５２と吐出異常検出部７５３は、それぞれの検出
信号ＸＨＯＴ，ＮＳＡＳを１つの共通の信号出力端子５２Ａに出力する。そのため、検出
信号ＸＨＯＴ，ＮＳＡＳは、信号出力端子５２Ａに接続された１つの信号線ＣＷ１を介し
て制御回路５１内のＡＳＩＣ７３に入力される。この信号線ＣＷ１は、信号出力端子５２
Ａと反対側の端部では信号入力端子７２Ａに接続されている。１つの共通の信号線ＣＷ１
が使用されるため、各検出信号ＸＨＯＴ，ＮＳＡＳは重畳して伝送される場合もある。し
かし、本例の各検出信号ＸＨＯＴ，ＮＳＡＳはそれぞれがとりうる電位が異なるため、伝
送先のＡＳＩＣ７３内の駆動信号生成停止部７３２及び吐出状態判別部７３３は、各検出
信号ＸＨＯＴ，ＮＳＡＳの判別が可能である。なお、各検出信号ＸＨＯＴ，ＮＳＡＳは、
ＡＳＩＣ７３において駆動信号生成停止部７３２に入力された後、駆動信号生成停止部７
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３２から吐出状態判別部７３３に入力される。
【００５６】
　また、駆動信号生成停止部７３２は、温度異常検出信号ＸＨＯＴを入力すると、駆動信
号生成回路７４に停止指令信号ＳＴを出力し、駆動信号生成回路７４に駆動信号ＣＯＭの
生成を停止させる。
【００５７】
　駆動信号生成回路７４は、吐出ヘッド２６が有する複数の吐出部Ｄのそれぞれを駆動さ
せる駆動信号ＣＯＭを生成する。駆動信号生成回路７４は、生成した駆動信号ＣＯＭを、
フレキシブルフラットケーブル４０中の例えば１つの信号線ＣＷを介してヘッド駆動回路
７５１へ出力する。ヘッド駆動回路７５１は、駆動信号ＣＯＭに含まれる複数の駆動パル
ス（電圧波形）のうち印刷制御データＳＩｎに基づき選択された１つ又は２つの駆動パル
スを駆動素子４２に印加することで、吐出部Ｄのノズル２６ｂからインク滴を吐出させる
。
【００５８】
　次に、図９を参照して、ヘッド駆動回路７５１の具体的な構成について説明する。なお
、図９では、２つの駆動素子４２に対応する部分のみが図示されている。
　図９に示すように、ヘッド駆動回路７５１は、駆動素子４２ごとにそれぞれ対応する第
１のシフトレジスター８１、第２のシフトレジスター８２、第１のラッチ回路８３及び第
２のラッチ回路８４を備える。第１のシフトレジスター８１には、駆動素子４２用の印字
データＳＩ（２ビットのデータ）のうち上位ビットデータ「Ｈ」が入力され、第２のシフ
トレジスター８２には、その下位ビットデータ「Ｌ」が入力される。
【００５９】
　第１のシフトレジスター８１には、第１のラッチ回路８３が電気的に接続され、第２の
シフトレジスター８２には、第２のラッチ回路８４が電気的に接続されている。第１のラ
ッチ回路８３は、ラッチ信号ＬＡＴが入力されると、第１のシフトレジスター８１の上位
ビットデータ「Ｈ」をラッチする。また、第２のラッチ回路８４は、ラッチ信号ＬＡＴが
入力されると、第２のシフトレジスター８２の下位ビットデータ「Ｌ」をラッチする。
【００６０】
　また、図９に示すように、ヘッド駆動回路７５１は、第３のシフトレジスター８５Ａと
ロジック回路８５Ｂとを備える。さらにヘッド駆動回路７５１は、駆動素子４２ごとに、
デコーダー８６と、アンド回路８７と、スイッチ回路８８とを備える。ロジック回路８５
Ｂの出力端子は各デコーダー８６の入力端子に接続されている。また、第１のラッチ回路
８３と第２のラッチ回路８４の各出力端子は、対応するデコーダー８６の２つの入力端子
に接続されている。
【００６１】
　第３のシフトレジスター８５Ａには定義データＳＰが入力される。ロジック回路８５Ｂ
には、第３のシフトレジスター８５Ａからの定義データＳＰ、ラッチ信号ＬＡＴ及びチャ
ンネル信号ＣＨが入力される。ロジック回路８５Ｂは、定義データＳＰを基にデコードデ
ータ（真理値表）を生成し、そのデコードデータを、ラッチ信号ＬＡＴ及びチャンネル信
号ＣＨに基づくタイミングで各デコーダー８６に出力する。
【００６２】
　デコーダー８６には、第１のラッチ回路８３から上位ビットデータ「Ｈ」、第２のラッ
チ回路８４から下位ビットデータ「Ｌ」、及び上述したロジック回路８５Ｂからデコード
データが入力される。そして、デコーダー８６は、入力したビットデータ「Ｈ」，「Ｌ」
を基にデコードデータを参照し、選択データＰＳを生成して出力する。
【００６３】
　ヘッド駆動回路７５１には、温度異常検出信号ＸＨＯＴの入力があると、駆動素子４２
への駆動信号ＣＯＭの印加を遮断する遮断回路の一部としてアンド回路８７が駆動素子４
２の数と同数個だけ組み込まれている。本例のアンド回路８７は２入力型のアンド回路で
あり、その第１入力端子には、デコーダー８６の出力である定義データＳＰが入力され、
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その第２入力端子には、温度異常検出部７５２の主スイッチ信号線ＭＳＷからの温度異常
検出信号ＸＨＯＴがノット回路８９で反転された制御信号ＡＸが入力される。温度異常検
出部７５２の主スイッチ信号線ＭＳＷから入力される温度異常検出信号ＸＨＯＴは２値（
Ｈ／Ｌ）のデジタル信号であり、温度異常検出部７５２が温度異常を検出した際は、デコ
ーダー８６の第２入力端子には、温度異常であることを示す高電位であるＨレベル（「１
」）（図１９参照）がノット回路８９で反転されたＬレベルが入力される。一方、検出温
度が正常なときには、デコーダー８６の第２入力端子には、温度異常検出信号ＸＨＯＴの
温度が正常であることを示す低電位であるＬレベル（「０」）の信号がノット回路８９で
反転されたＨレベルが入力される。
【００６４】
　図９に示すように、アンド回路８７の出力はスイッチ回路８８の制御端子に接続されて
おり、温度異常検出部７５２から温度異常検出信号ＸＨＯＴを入力すると、駆動信号ＣＯ
Ｍの駆動素子４２への印加を遮断できる。このようにヘッド駆動回路７５１は、信号線Ｃ
Ｗ１を介して伝送された駆動信号ＣＯＭの駆動素子４２への印加を遮断するためのアンド
回路８７及びスイッチ回路８８を含み、駆動信号ＣＯＭの駆動素子４２への印加を制御す
る。
【００６５】
　アンド回路８７の第１入力端子には、デコーダー８６からの後述する選択データＰＳ（
図１０参照）が、上位ビットから順に入力される。アンド回路８７は、第１入力端子に入
力される選択データＰＳのそのときの入力ビットの値と、第２入力端子に入力される温度
異常検出信号ＸＨＯＴの値の反転した値の制御信号ＡＸとが共に「１」（Ｈレベル）であ
るときにＨレベルを出力し、１つの入力値のうち少なくとも一方が「０」（Ｌレベル）で
あるときにＬレベルを出力する。アンド回路８７の出力は、電圧増幅器として機能する不
図示のレベルシフターで増幅された後にスイッチ回路８８に入力される。アンド回路８７
の出力がＨレベルである場合、例えば数十ボルト程度の電圧にレベルシフターによって昇
圧された電気信号がスイッチ回路８８の制御端子に入力され、アンド回路８７はオンする
。一方、アンド回路８７の出力がＬレベルである場合、そのＬレベルがスイッチ回路８８
の制御端子に入力され、アンド回路８７はオフする。
【００６６】
　スイッチ回路８８の入力端子には、駆動信号ＣＯＭが入力される。また、スイッチ回路
８８の出力端子は、駆動素子４２の高電位側端子に接続されている。駆動素子４２の低電
位側端子はグランド電位になるよう接続されている。なお、グランド電位はアースされた
０Ｖでもよいが、０Ｖ以外の基準電位でもよい。基準電位としては例えば１～５Ｖの範囲
内の値を挙げることができる。
【００６７】
　次に図１０を参照して、駆動信号生成回路７４によって生成される駆動信号ＣＯＭ及び
吐出部の制御に使用される各種の制御信号について説明する。なお、駆動信号生成回路７
４が生成する駆動信号ＣＯＭは、１つのノズル列に対応する全ての駆動素子４２に対して
共通に使用されるものである。
【００６８】
　図１０に示すように、駆動信号ＣＯＭは、１ドットを形成するために確保された印刷周
期ＴＡの間に、時系列的に生成される複数（本実施形態では、４つ）の駆動パルス（波形
）を含む信号である。駆動信号ＣＯＭは、繰り返し周期における期間Ｔ１で生成される第
１駆動パルスＤＰ１と、期間Ｔ２で生成される第２駆動パルスＤＰ２と、期間Ｔ３で生成
される第３駆動パルスＤＰ３と、期間Ｔ４で生成される第４駆動パルスＤＰ４とを有する
。
【００６９】
　図１０に示すように、ラッチ信号ＬＡＴは、駆動信号ＣＯＭの開始タイミング、すなわ
ち駆動信号ＣＯＭの第１駆動パルスＤＰ１が発生するタイミング（期間Ｔ１の開始時期）
を規定するための信号である。すなわち、ラッチ信号ＬＡＴは、駆動信号ＣＯＭの開始タ
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イミングで発生するパルスを含んでいる。
【００７０】
　図１０に示すように、チャンネル信号ＣＨは、一つ印刷周期ＴＡの駆動信号ＣＯＭ中に
おいて前の駆動パルスＤＰから次の駆動パルスＤＰに切り替わるタイミングを規定する信
号である。すなわち、チャンネル信号ＣＨは、第１駆動パルスＤＰ１から第２駆動パルス
ＤＰ２に切り替わるタイミングで発生するパルス、第２駆動パルスＤＰ２から第３駆動パ
ルスＤＰ３に切り替わるタイミングで発生するパルス、及び第３駆動パルスＤＰ３から第
４駆動パルスＤＰ４に切り替わるタイミングで発生するパルスを含んでいる。
【００７１】
　図１０に示すように、ＡＳＩＣ７３内のデータ転送部７３１は、印刷制御データＳＩｎ
を、クロック信号ＳＣＫに同期させてフレキシブルフラットケーブル４０を通じてヘッド
駆動回路７５１へ転送する。図１０では、複数のノズル列に対応する複数色のうち１色分
（１ノズル列分）の印刷制御データＳＩｎのみ示しているが、本例の場合、黒の印刷制御
データＳＩｎ（Ｋ）、シアンの印刷制御データＳＩｎ（Ｃ）、マゼンタの印刷制御データ
ＳＩｎ（Ｍ）、イエローの印刷制御データＳＩｎ（Ｙ）が、ヘッド駆動回路７５１へパラ
レルで転送される。
【００７２】
　印刷制御データＳＩｎには、１ノズル列分の吐出部Ｄが１回の吐出に用いる印字データ
ＳＩと、駆動信号ＣＯＭのうち駆動素子４２に印加するべき駆動パルスを印字データに応
じて選択する際に使用される定義データＳＰとが含まれる。ＡＳＩＣ７３は、印刷制御デ
ータＳＩｎ（印字データＳＩ及び定義データＳＰ）を、クロック信号ＳＣＫに同期させて
フレキシブルフラットケーブル４０の信号線ＣＷを介して転送する。
【００７３】
　そして、図１０に示すように、第１駆動パルスＤＰ１、第３駆動パルスＤＰ３及び第４
駆動パルスＤＰ４は、ノズル２６ｂからインク滴を吐出させる際に用いられるものであり
、ノズル２６ｂからインク滴を吐出させることが可能な電圧を駆動素子４２に印加しうる
波形を有している。ここでは、小ドットの形成時に第３駆動パルスＤＰ３が駆動素子４２
へ印加される。また、中ドットの形成時には、第１駆動パルスＤＰ１及び第４駆動パルス
ＤＰ４が駆動素子４２へ印加され、大ドットの形成時には、第１駆動パルスＤＰ１及び第
３駆動パルスＤＰ３が駆動素子４２へ印加される。一方、第２駆動パルスＤＰ２は、ノズ
ル２６ｂ内のインクのメニスカスを微振動させるための微振動パルスであり、ドット無し
の場合に駆動素子４２へ印加される。
【００７４】
　この駆動信号ＣＯＭは、駆動パルスＤＰ毎に駆動素子４２へ印加させることができる。
そして、駆動素子４２に印加される駆動パルスＤＰは、印刷制御データＳＩｎ中の画素デ
ータＳＩ［ＨＬ］の内容、つまりドットの階調に応じて定められる。この例では、ドット
無しの階調値（画素データＳＩ［００］）の場合に、第２駆動パルスＤＰ２が駆動素子４
２に印加される。そして、小ドットの階調値（画素データＳＩ［０１］）の場合に、第３
駆動パルスＤＰ３が駆動素子４２に印加され、中ドットの階調値（画素データＳＩ［１０
］）の場合に、第１駆動パルスＤＰ１及び第４駆動パルスＤＰ４が駆動素子４２に印加さ
れる。また、大ドットの階調値（画素データＳＩ［１１］）の場合に、第１駆動パルスＤ
Ｐ１及び第３駆動パルスＤＰ３が駆動素子４２に印加される。
【００７５】
　このような制御を行うため、選択データｑ０～ｑ３は、期間Ｔ１～Ｔ４のそれぞれに各
ビットを対応させた４ビットのデータで構成される。そして、温度異常検出信号ＸＨＯＴ
が正常温度のときのＬレベル（「０」）をとるときであってその反転された値の制御信号
ＡＸがＨレベル（「１」）とき、選択データｑ０～ｑ３の各ビットは、期間Ｔ１～Ｔ４に
おけるスイッチ回路８８のオンオフを示す。すなわち、選択データｑ０～ｑ３の最上位ビ
ットは、期間Ｔ１におけるスイッチ回路８８のオンオフを示し、２番目のビットは期間Ｔ
２におけるスイッチ回路８８のオンオフを示す。また、３番目のビットは、期間Ｔ３にお
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けるスイッチ回路８８のオンオフを示し、最下位ビットは期間Ｔ４におけるスイッチ回路
８８のオンオフを示す。従って、ドット無し用の選択データｑ０は［０１００］とされ、
小ドット用の選択データｑ１は［００１０］とされる。また、中ドット用の選択データｑ
２は［１００１］とされ、大ドット用の選択データｑ３は［１０１０］とされる。そして
、ロジック回路８５Ｂは、ラッチ信号ＬＡＴのラッチパルスやチャンネル信号ＣＨのチェ
ンジパルスで規定されるタイミングに同期させて、選択データｑ０～ｑ３の各ビットを時
系列で出力する。
【００７６】
　そして、選択データＰＳに基づいてスイッチ回路８８の動作が制御されることにより、
駆動素子４２への第１～第４駆動パルスＤＰ１～ＤＰ４の選択的な印加が行われる。例え
ば、温度異常検出信号ＸＨＯＴが正常温度検出時の値をとるとき、選択データＰＳが「１
」である期間中では、スイッチ回路８８にはアンド回路８７からＨレベル（「１」）のス
イッチ信号ＳＷが入力されるので、スイッチ回路８８がオンしてその期間の駆動パルスが
駆動素子４２に印加される。一方、選択データＰＳが「０（零）」の期間中では、スイッ
チ回路８８にはアンド回路８７からＬレベルのスイッチ信号ＳＷが入力されるため、スイ
ッチ回路８８が切断状態になって駆動素子４２には駆動パルスが印加されない。また、例
えば、温度異常検出信号ＸＨＯＴが温度異常検出時の値をとるとき、スイッチ回路８８に
はアンド回路８７から選択データＰＳの値に依らずＬレベル（「１」）のスイッチ信号Ｓ
Ｗが入力されるので、圧電素子２６０への駆動信号ＣＯＭの印加が強制的に遮断される。
つまり、図８に示す温度異常検出部７５２からヘッド駆動回路７５１へ温度異常検出時の
温度異常検出信号ＸＨＯＴが入力されると、ヘッド駆動回路７５１はその駆動を停止する
。
【００７７】
　次に図１１を参照して、吐出ヘッド内の温度異常検出部と吐出異常検出部とを含む回路
の構成について説明する。
　図１１に示すように、圧電素子２６０のプラス電位側には切換回路９１が設けられてい
る。切換回路９１は、駆動信号ＣＯＭが圧電素子２６０へ伝送される信号経路を開閉させ
る前述のスイッチ回路８８と、圧電素子２６０の駆動後の残留振動に基づく起電力である
残留振動検出信号Ｖoutが吐出異常検出部７５３へ出力される信号経路を開閉させるスイ
ッチ回路９２とを備える。スイッチ回路８８の制御端子には、アンド回路８７の出力信号
が入力される。また、スイッチ回路９２の制御端子には、アンド回路８７の出力信号がノ
ット回路９３を介して反転された信号が入力される。よって、スイッチ回路８８がオンし
て圧電素子２６０に駆動信号ＣＯＭの駆動パルスＤＰが印加されるときには、スイッチ回
路９２がオフされ、駆動パルスＤＰが吐出異常検出部７５３へ入力されることはない。一
方、スイッチ回路８８がオフして圧電素子２６０に駆動信号ＣＯＭの駆動パルスＤＰが印
加されないときに、スイッチ回路９２がオンされ、残留振動に基づく起電力である残留振
動検出信号Ｖoutが吐出異常検出部７５３へ入力される。
【００７８】
　温度異常検出部７５２はダイオード９４を介して信号出力端子５２Ａに接続され、吐出
異常検出部７５３はダイオード９５を介して信号出力端子５２Ａに接続されている。そし
て、温度異常検出信号ＸＨＯＴと状態検出信号ＮＳＡＳとが信号出力端子５２Ａに接続さ
れた１つの信号線ＣＷ１を介してＡＳＩＣ７３へ出力される。このとき、温度異常検出信
号ＸＨＯＴがＬレベルのときは、Ｌレベルの温度異常検出信号ＸＨＯＴと状態検出信号Ｎ
ＳＡＳとが重畳された状態で共通の信号線ＣＷ１を通って伝送される。一方、温度異常検
出信号ＸＨＯＴがＨレベルときは、Ｌレベルの制御信号ＡＸがアンド回路８７に入力され
るので、アンド回路８７の出力がＬレベルとなり、圧電素子２６０には駆動パルスが印加
されない。また、このときスイッチ回路９２はオンし、圧電素子２６０から残留振動検出
信号Ｖoutが吐出異常検出部７５３へ出力され、吐出異常検出部７５３から状態検出信号
ＮＳＡＳが、信号出力端子５２Ａ及び１つの信号線ＣＷ１を介してＡＳＩＣ７３へ出力さ
れる。なお、温度異常が検出されたときは、駆動信号ＣＯＭの駆動パルスの圧電素子２６
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０への印加は停止されるものの、前回の駆動パルスの圧電素子２６０への印加に基づく駆
動後の残留振動検出信号Ｖoutは出力される。このとき、温度異常検出信号ＸＨＯＴと状
態検出信号ＮＳＡＳが重畳する。
【００７９】
　次に図１２を参照して、温度異常検出部の構成について説明する。
　図１２に示す温度異常検出部７５２は、吐出ヘッド２６の温度を計測し、計測した温度
に応じて駆動信号ＣＯＭの圧電素子２６０への印加を遮断させる回路により構成される。
温度異常検出部７５２は、ヘッド制御部７５が有するヘッドドライバーＩＣの温度を計測
するとともに計測した温度に応じた２値の温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力する。すなわ
ち、温度異常検出部７５２は、計測した温度が閾値以下である場合、低電位（Ｌレベル）
の温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力し、計測した温度が閾値を超えている場合、高電位（
Ｈレベル）の温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力する。
【００８０】
　図１２に示すように、温度異常検出部７５２は、温度を計測する温度計測部としてダイ
オードＤＩを備える。ダイオードＤＩは、例えばヘッドドライバーＩＣの外部に設けられ
ている。ダイオードＤＩの順方向電圧は、温度に応じて変化し、例えば－２ｍＶ／℃とい
う温度特性がある。この場合、２５℃における順方向電圧が０．６Ｖのダイオードでは、
７５℃における順方向電圧が０．５Ｖになる。このため、ダイオードＤＩの順方向電圧は
、吐出ヘッド２６の温度に応じたレベルを示す。なお、ダイオードＤＩは、ヘッドドライ
バーＩＣに内蔵される構成でもよい。
【００８１】
　また、温度異常検出部７５２は、比較器としてのオペアンプＯＰを含んでいる。オペア
ンプＯＰの出力は、トランジスターＴｒ１のベース端子に接続されている。トランジスタ
ーＴｒ１は例えばＮＰＮ型である。オペアンプＯＰのプラス側入力と電源電圧ＶＤＤ（例
えば３．３Ｖ）とに挟まれるように抵抗Ｒ１が接続されている。また、オペアンプＯＰの
プラス側入力とアースとに挟まれるように抵抗Ｒ２が接続されている。一方、オペアンプ
ＯＰのマイナス側入力と電源電圧ＶＤＤとに挟まれるように抵抗Ｒ３が接続されている。
さらに、オペアンプＯＰのマイナス側入力とアースとに挟まれるようにダイオードＤＩの
アノードが接続されている。また、このダイオードＤＩのカソードがアースに接続されて
いる。トランジスターＴｒ１のコレクター端子と電源電圧ＶＤＤとに挟まれるように抵抗
Ｒ４が接続されている。また、抵抗Ｒ４とトランジスターＴｒ１のコレクター端子との間
の電位が、トランジスターＴｒ２のベース端子に入力される。
【００８２】
　トランジスターＴｒ２は例えばＮＰＮ型である。トランジスターＴｒ２のコレクター端
子と電源電圧ＶＤＤとに挟まれるように抵抗Ｒ５が接続されており、トランジスターＴｒ
２のエミッターはアースされている。トランジスターＴｒ２のコレクター端子は、主スイ
ッチ信号線ＭＳＷと接続されている。主スイッチ信号線ＭＳＷには、トランジスターＴｒ
２のコレクター端子と抵抗Ｒ５との間の電位が出力される。主スイッチ信号線ＭＳＷはノ
ット回路８９を介してアンド回路８７（いずれも図１１参照）の第２入力端子に接続され
ている。
【００８３】
　図１２に示す抵抗Ｒ１、Ｒ２及びＲ３は、ダイオードＤＩとの関係で温度が閾値温度Ｔ
ｓ（例えば１２０～１６０℃の範囲内の値）よりも高くなると、オペアンプＯＰの作動に
よりトランジスターＴｒ１のスイッチング機能がオンになるように選択されている。
【００８４】
　温度が閾値温度Ｔｓ以下のとき、トランジスターＴｒ１はスイッチとしてオフの状態と
なる。このとき、トランジスターＴｒ２はオンしている。そのため、主スイッチ信号線Ｍ
ＳＷに出力される温度異常検出信号ＸＨＯＴは低電位（Ｌレベル）となっている。温度異
常検出信号ＸＨＯＴは、ノット回路８９を介して高電位（Ｈレベル）に反転される。つま
り、アンド回路８７の入力の１つにはＨレベルが入力される。アンド回路８７の１つの入
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力がＨレベルになると、デコーダー８６からの入力にしたがってスイッチ回路８８がオン
オフし、そのオン時に駆動信号ＣＯＭが圧電素子２６０に印加されることで吐出部Ｄはイ
ンク滴を吐出可能となる。
【００８５】
　一方、温度が閾値温度Ｔｓよりも高くなると、スイッチとしてのトランジスターＴｒ１
がオンになることから、電源電圧ＶＤＤからの電流がエミッター端子に流れ込む。すると
、スイッチとしてのトランジスターＴｒ２のベース端子の電位はアースと同電位になり、
トランジスターＴｒ２がオフになる。その結果、主スイッチ信号線ＭＳＷから出力される
温度異常検出信号ＸＨＯＴの電位は高電位（Ｈレベル）になり、ノット回路８９を介して
反転したＬレベルがアンド回路８７への第２入力端子に入力される。アンド回路８７の入
力の１つがＬレベルであると、アンド回路８７の出力もＬレベルであり、スイッチ回路８
８はオフにされる。すると、駆動信号ＣＯＭは、圧電素子２６０に印加されない。つまり
、駆動信号ＣＯＭの駆動素子４２への供給が遮断される。なお、温度計測部であるダイオ
ードＤＩの代替としてサーミスターを用いることもできる。
【００８６】
　次に図１１、図１３～図１７を参照して、吐出異常検出部の詳細を説明する。
　図１１に示すように、吐出異常検出部７５３は、吐出部Ｄが駆動信号ＣＯＭにより駆動
された後に生じる吐出部Ｄ内のインクの残留振動等に起因する圧力の変化が振動板２６５
に伝わる振動を受けた圧電素子２６０が出力する残留振動検出信号Ｖoutを入力する。吐
出異常検出部７５３は、入力した残留振動検出信号Ｖoutに基づいて検査対象の吐出部Ｄ
の状態を検出し、その検出結果を状態検出信号ＮＳＡＳとして制御回路５１へ出力する。
なお、単位吐出動作期間と単位検査期間との和である単位期間の間に、圧電素子２６０へ
の駆動信号ＣＯＭの印加に基づく１ドット分のインク滴の吐出動作と、その１ドット分の
インク滴の吐出動作に伴う残留振動が伝えられた駆動素子４２が出力する残留振動検出信
号Ｖoutの取得とが行われる。
【００８７】
　図１１に示す吐出異常検出部７５３は、残留振動検出信号Ｖoutに基づいて、検査対象
の吐出部Ｄｊ（但し、ｊ＝１，２，…，Ｋ）の残留振動の周期と振幅とのうち少なくとも
周期を含む波形情報を用いて、正常ノズルであるか異常ノズルであるかを検出する。異常
ノズルである場合は原因別（気泡混入、乾燥、紙粉付着）に検出する。そして、吐出異常
検出部７５３は、その検出結果を状態検出信号ＮＳＡＳとして出力する。詳しくは、吐出
異常検出部７５３は、吐出部Ｄから出力される残留振動検出信号Ｖoutからノイズ成分等
を除去した整形波形信号を生成する波形整形部と、整形波形信号に基づいて状態検出信号
ＮＳＡＳを生成して出力する計測部とを備える。波形整形部は、ノイズ除去機能の他、残
留振動検出信号Ｖoutの振幅を調整する機能やローインピーダンスの残留振動検出信号Ｖo
utに変換する機能などを含む構成であってもよい。計測部は、波形整形部が出力する整形
波形信号の周期と振幅とのうち少なくとも周期の情報を複数の閾値と比較し、正常ノズル
であるか異常ノズルであるかを、異常ノズルである場合は原因別に検出し、その検出結果
を状態検出信号ＮＳＡＳとして出力する。なお、吐出異常検出部７５３は、正常ノズルで
あるか異常ノズルであるかの検出は行わず、整形波形信号を状態検出信号ＮＳＡＳとして
出力し、吐出状態の判別は吐出状態判別部７３３が状態検出信号ＮＳＡＳ（整形波形信号
）に基づき行う構成としてもよい。
【００８８】
　制御回路５１内の吐出状態判別部７３３は、吐出異常検出部７５３からの状態検出信号
ＮＳＡＳに基づいて検査対象の吐出部Ｄが、正常ノズルの状態（正常吐出状態）であるか
異常ノズルの状態（吐出異常状態）であるかを判別する。このとき、吐出状態判別部７３
３は、異常ノズルの状態である場合は、さらに異常ノズルの状態を原因別に判別する。吐
出状態判別部７３３が、異常ノズルの状態であると判別した場合、ＣＰＵ７１にメンテナ
ンスを要求する。
【００８９】
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　ここで、吐出部Ｄの振動板２６５に生じる残留振動は、ノズル２６ｂやインク供給口２
７１の形状又はインクの粘度等による音響抵抗Ｒｓと、流路内のインクの重量によるイナ
ータンスＩntと、振動板２６５のコンプライアンスＣｍとによって決定される固有振動周
波数を有するものと想定できる。
【００９０】
　図１３は、上記想定に基づく振動板２６５の残留振動を想定した単振動の計算モデルを
示す回路図である。この振動板２６５の残留振動の計算モデルは、音圧Ｐｓと、イナータ
ンスＩnt、コンプライアンスＣｍ及び音響抵抗Ｒｓとで表される。そして、図１３の回路
に音圧Ｐｓを与えた時のステップ応答を体積速度Ｕｖについて計算すると、次式が得られ
る。
【００９１】
　Ｕｖ＝｛Ｐｓ／（ω・Ｉnt）｝ｅ－ωｔ・sinωｔ
　ω＝｛１／（Ｉnt・Ｃｍ）－α２｝１／２

　α＝Ｒｓ／（２・Ｉnt）
　吐出部Ｄの残留振動の実験を行った。残留振動の実験とは、インクの吐出状態が正常で
ある吐出部Ｄからインクを吐出させた後に、吐出部Ｄの振動板２６５において生じる残留
振動を検出する実験である。
【００９２】
　ここで、図３に示す吐出部Ｄが正常にインクを吐出し、音響抵抗Ｒｓ、イナータンスＩ
nt及びコンプライアンスＣｍに変化がなければ、振動板２６５の残留振動は正常時の所定
の波形（図１４の「正常時Ｌ０」参照）となる。しかし、インクの吐出が不良でドット抜
けが発生する場合には、振動板２６５の残留振動の波形は正常時とは異なるものとなる。
【００９３】
　図１４は、残留振動の実験値の一例を示すグラフである。さて、吐出部Ｄが正常にイン
ク吐出動作を行った場合、音響抵抗Ｒｓ、イナータンスＩnt及びコンプライアンスＣｍが
正常時の値をとり、振動板２６５の残留振動波形は正常時の所定の波形（図１４の「正常
時Ｌ０」参照）となる。しかし、吐出部Ｄがインク吐出動作を行ったにもかかわらず、吐
出部Ｄにおけるインクの吐出状態が異常であり、吐出部Ｄのノズル２６ｂからインク滴が
正常に吐出されない吐出異常（吐出不良）が発生する場合がある。この吐出異常が発生す
る原因としては、（ａ）キャビティー２６４内への気泡の混入、（ｂ）ノズル２６ｂ及び
キャビティー２６４内のインクの乾燥等に起因するインクの増粘又は固着、（ｃ）ノズル
２６ｂの出口付近への紙粉等の異物の付着等が挙げられる。
【００９４】
　上記（ａ）～（ｃ）の吐出異常が発生する原因別の詳細を、図１５～図１７を参照して
説明する。
　図１５に示すように、気泡Ｂがインクの流路（例えばキャビティー２６４）やノズル２
６ｂの先端に詰まった場合は、気泡Ｂが混入した分のインク重量が減ってイナータンスＩ
ntが減少し、気泡Ｂによりノズル径が大きくなった状態と等価となる。このため、気泡に
起因する吐出異常では、音響抵抗Ｒｓが減少し、周波数が高くなるという特徴的な残留振
動波形として検出できる（図１４の「気泡混入時Ｌ１」参照）。
【００９５】
　図１６に示すように、ノズル２６ｂの内部のインクの乾燥による増粘又は固着によりイ
ンクが吐出しなくなった場合には、その乾燥によりノズル２６ｂ付近のインクの粘性が増
加し、音響抵抗Ｒｓが増大し、過減衰になるという特徴的な残留振動波形として検出でき
る（図１４の「乾燥時Ｌ２」参照）。
【００９６】
　図１７に示すように、紙粉Ｐｅ（紙繊維等）やゴミがノズル開口面２６ａに付着した場
合には、紙粉Ｐｅによりノズル２６ｂからインクが染み出すことによって、振動板２６５
から見たインク重量が増加してイナータンスＩntが増加する。また、ノズル２６ｂに付着
した紙粉Ｐｅの繊維によって音響抵抗Ｒｓが増大し、正常吐出時と比べて周期が大きくな
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る（周波数が低くなる）という特徴的な残留振動波形として検出することができる（図１
４の「紙粉付着時Ｌ３」参照）。
【００９７】
　以上から、振動板２６５の残留振動の差異によって吐出ヘッド２６の吐出異常の状態を
その原因別に検出できる。そのために本例では、図８に示す吐出異常検出部７５３は、圧
電素子２６０の残留振動に起因する起電力を残留振動検出信号Ｖoutとして入力し、その
残留振動検出信号Ｖoutに必要な増幅処理及び整形処理を施して生成した状態検出信号Ｎ
ＳＡＳを信号線ＣＷ１によりＡＳＩＣ７３内の吐出状態判別部７３３へ伝送する。
【００９８】
　吐出状態判別部７３３は、状態検出信号ＮＳＡＳの図１４に示す残留振動の周期と振幅
のうち少なくとも周期の大小を検出し、上記原因別の残留振動を区別可能な複数の閾値を
用いて、正常吐出状態か、気泡、乾燥、紙粉別の吐出異常状態かを判別する。吐出状態判
別部７３３は、吐出異常検出部７５３の状態検出信号ＮＳＡＳに基づいて検査対象の各吐
出部Ｄの吐出状態が正常であるか異常（気泡、乾燥、紙粉）であるかを判定する。
【００９９】
　ここで、吐出部Ｄが吐出異常の状態にあるときは、ノズル２６ｂからインクを吐出でき
ずに、媒体Ｐに印刷した画像における画素のドット抜けを生じたり、ノズル２６ｂからイ
ンクが吐出されたとしても、インクの量が過少であったり、吐出されたインク滴の飛行方
向（飛行経路）がずれたりして適正な位置に着弾しないので、印刷不良の原因となる。
【０１００】
　次に図１８を参照してフレキシブルフラットケーブル４０の構成について説明する。フ
レキシブルフラットケーブル４０（以下、フラットケーブル４０ともいう。）は、ＡＳＩ
Ｃ７３から吐出ヘッド２６へ出力される信号や、吐出ヘッド２６からＡＳＩＣ７３へ出力
される信号を伝送するために用いられる。また、フラットケーブル４０は、圧電素子２６
０を駆動するための信号を供給するためにも用いられる。詳細は後述するが、吐出ヘッド
２６へ出力される信号には、前述した印字データＳＩ、ラッチ信号ＬＡＴ、チャンネル信
号ＣＨ、及びクロック信号ＳＣＫが含まれている。一方、吐出ヘッド２６からＡＳＩＣ７
３へ出力される信号には、温度異常検出信号ＸＨＯＴ及び状態検出信号ＮＳＡＳが含まれ
る。
【０１０１】
　このフラットケーブル４０は、複数の芯線ＣＷ，ＣＷ１，ＣＷ２を有している。各芯線
ＣＷ，ＣＷ１，ＣＷ２は、互いに平行に配置される。フラットケーブル４０では、図１８
にその一部分を示すように、２枚のフラットケーブル４０Ａ，４０Ｂが重なった構造とな
っている。そして、各芯線ＣＷ，ＣＷ１，ＣＷ２は、前述した信号が伝送されたり、グラ
ンド電位に設定されたりする。本明細書では、便宜上、信号が伝送される芯線ＣＷ，ＣＷ
１を「信号線ＣＷ，ＣＷ１」ともいい、グランド電位に設定される芯線ＣＷ２を「グラン
ド線ＣＷ２」ともいう。なお、信号線ＣＷ，ＣＷ１には、例えば図１８に括弧（　）内に
示す信号が伝送される。
【０１０２】
　次に、フラットケーブル４０における信号線及びグランド線の配置構造について説明す
る。フラットケーブル４０は、複数の芯線ＣＷ，ＣＷ１，ＣＷ２が平行に配置された２枚
のフラットケーブル４０Ａ，４０Ｂを重ねた構成となっている。各芯線ＣＷ，ＣＷ１，Ｃ
Ｗ２は、一定間隔で平行に配置されている。また、２枚のフラットケーブル４０Ａ，４０
Ｂが重ねられた状態で、フラットケーブル４０Ａの芯線ＣＷ，ＣＷ２とフラットケーブル
４０Ｂの芯線ＣＷ，ＣＷ１，ＣＷ２とは、互いに重なるように配置される。
【０１０３】
　図１８における芯線ＣＷ（ＳＩ１）は、１番目のノズル列用の印字データＳＩ１が伝送
される信号線である。本例ではノズル２６ｂは１番目から４番目までのノズル列を有する
ため、フラットケーブル４０は、ＳＩ１～ＳＩ４用の信号線（但しＳＩ２～ＳＩ４は図示
略）を含んでいる。
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【０１０４】
　芯線ＣＷ（ＬＡＴ）はラッチ信号ＬＡＴが伝送される信号線である。また、芯線ＣＷ（
ＣＨ）はチャンネル信号が伝送される信号線である。同様に、芯線ＣＷ（ＳＣＫ）は転送
用のクロック信号ＳＣＫが伝送される信号線である。また、芯線ＣＷ１（ＸＨＯＴ／ＮＳ
ＡＳ）は、温度異常検出信号ＸＨＯＴと状態検出信号ＮＳＡＳとが伝送される信号線であ
る。また、芯線ＣＷ（ＶＤＤ）は、ロジック用の電源電圧ＶＤＤ（例えば３．３Ｖ）が供
給される電源線である。また、芯線ＣＷ（ＣＯＭ）は、駆動信号ＣＯＭを伝送するための
信号線である。なお、その他にもＡＳＩＣ７３と吐出ヘッド２６間において必要な不図示
の信号線がフラットケーブル４０には含まれている。そして、他の芯線ＣＷ２（ＧＮＤ）
は、グランド線である。複数の信号線ＣＷ，ＣＷ１はグランド線ＣＷ２に対して千鳥状に
配置され、信号線ＣＷ，ＣＷ１同士の間にグランド線ＣＷ２が配置されている。このよう
に信号線ＣＷ，ＣＷ１の隣にグランド線ＣＷ２を配置することでノイズ対策を行っている
。
【０１０５】
　このように、フラットケーブル４０は、多くの信号線ＣＷ，ＣＷ１及びグランド線ＣＷ
２を含んでいる。しかしながら、フラットケーブル４０に多くの信号線ＣＷ，ＣＷ１が収
容されることとなると、フラットケーブル４０の幅及び厚みが増加してしまう。フラット
ケーブル４０の幅及び厚みが増加すると、キャリッジ２２を移動させるときの負荷も増加
し、キャリッジ２２の移動時の消費電力の増加、及びキャリッジ２２の移動制御にとって
も不都合を生ずる場合がある。そこで、本実施形態では、前述の温度異常検出信号ＸＨＯ
Ｔと状態検出信号ＮＳＡＳを共通の信号線ＣＷ１で伝送することとし、信号線の数を極力
減らしている。信号線が１本減るとグランド線も１本減らせることになる。また、温度異
常検出信号ＸＨＯＴと状態検出信号ＮＳＡＳとを１つの共通の信号線ＣＷ１を用いて伝送
されるが、ＡＳＩＣ７３は、各検出信号ＸＨＯＴ，ＮＳＡＳを判別して取得する。
【０１０６】
　図１９に示すように、温度異常検出信号ＸＨＯＴは、温度正常時に低電位（Ｌレベル）
、温度異常時に高電位（Ｈレベル）をとる２値のデジタル信号である。また、状態検出信
号ＮＳＡＳは、圧電素子２６０が駆動信号ＣＯＭの印加によって変位した直後の残留振動
に応じた起電力に基づく振動波形を電圧値にもつアナログ信号である。そして、ヘッドユ
ニット５２の温度異常を検出した場合、温度異常検出信号ＸＨＯＴは、例えば図１９にお
ける時刻ｔ１で正常温度検出時の電位から温度異常検出時の電位に切り換わり、高電位と
低電位のうち異常を示す一方の電位（例えばＨレベル）に維持される。この温度異常検出
時の電位は、状態検出信号ＮＳＡＳの最大振幅のときにとりうる電位の範囲と異なる値と
なっている。図１９に示すように、温度異常検出信号ＸＨＯＴの温度異常時の電位が高電
位（Ｈレベル）である本例では、その高電位は、状態検出信号ＮＳＡＳの最大振幅の最大
値よりも大きな値となっている。このため、仮に両検出信号ＸＨＯＴ，ＮＳＡＳが重畳し
た状態で信号線ＣＷ１を伝送されても、例えば状態検出信号ＮＳＡＳの最大振幅の最大値
と高電位（Ｈレベル）との間に閾値を設定し、この閾値を超える電圧が検出された場合は
、温度異常検出信号ＸＨＯＴが温度異常時の高電位にあると判別できる。このような判別
方法によって、ＡＳＩＣ７３内の駆動信号生成停止部７３２及び吐出状態判別部７３３は
、１つの共通の信号線ＣＷ１を介して入力した信号電位に基づき温度異常を判別している
。
【０１０７】
　次にプリンター１１の作用を説明する。以下、図２０及び図２１を参照して、ヘッド制
御部７５が行う処理を説明する。
　ステップＳ１１において、吐出状態を検出して状態検出信号ＮＳＡＳを出力する。この
吐出状態検出は、吐出異常検出部７５３が行う。すなわち、吐出異常検出部７５３は、圧
電素子２６０の吐出動作直後の残留振動に基づく起電力を残留振動検出信号Ｖoutとして
入力し、必要に応じて適宜に増幅及び波形整形されたアナログ信号からなる状態検出信号
ＮＳＡＳ（図１９参照）を出力する。この状態検出信号ＮＳＡＳは、図１４及び図１９に
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示すように、温度異常検出信号ＸＨＯＴの異常時の信号電位である高電位（例えば３Ｖ）
よりも小さな電圧範囲内の値をとる信号である。なお、このステップＳ１１の処理が、吐
出異常検出ステップの一例に相当する。
【０１０８】
　ステップＳ１２では、温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力する。すなわち、温度異常検出
部７５２が温度を検出し、その内部の比較回路であるオペアンプＯＰがその温度検出値と
基準電圧とを比較し、その比較結果をオン／オフで示す温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力
する。温度異常検出部７５２は、温度検出値がその閾値である基準電圧を超えた場合に高
電位（Ｈレベル）の温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力し、温度検出値が基準電圧以下であ
る場合に低電位（Ｌレベル）の温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力する。こうして温度異常
検出信号ＸＨＯＴ及び状態検出信号ＮＳＡＳはフラットケーブル４０を介して制御回路５
１内のヘッドコントローラー７２へ出力される。なお、このステップＳ１２の処理が、温
度異常検出ステップの一例に相当する。
【０１０９】
　次に図２１を参照して、制御回路５１が行う処理について説明する。
　ステップＳ２１では、温度異常検出信号ＸＨＯＴは高電位であるか否かを判定する。こ
の判定は、駆動信号生成停止部７３２内の不図示の比較回路が、入力した温度異常検出信
号ＸＨＯＴと基準電圧Ｖrefとを比較することで行う。比較回路は、温度異常検出信号Ｘ
ＨＯＴが高電位であってその電圧値が閾値である基準電圧Ｖrefを超えると、オン信号（
Ｈレベル）を出力し、一方、温度異常検出信号ＸＨＯＴが低電圧であってその電圧値が基
準電圧Ｖref以下であれば、オフ信号（Ｌレベル）を出力する。温度異常検出信号ＸＨＯ
Ｔが低電位（Ｌレベル）であればステップＳ２２に進み、高電位であればステップＳ２５
に進む。
【０１１０】
　ステップＳ２２では、状態判別処理を行う。すなわち、吐出状態判別部７３３が信号線
を介して入力した状態検出信号ＮＳＡＳに基づき吐出異常であるか否かを判別する。この
とき、吐出状態判別部７３３は、状態検出信号ＮＳＡＳの波形（図１４参照）を解析して
、正常吐出状態であるか吐出異常状態であるかを判別する。特に吐出異常状態である場合
、吐出状態判別部７３３は、吐出異常の原因別の種類（図１５～図１７参照）も判別する
。すなわち、気泡混入に起因する吐出異常か、ノズル２６ｂ内のインクの乾燥（増粘を含
む）に起因する吐出異常か、紙粉付着による吐出異常かなどを判別する。なお、このステ
ップＳ２２の処理が、状態判別ステップの一例に相当する。
【０１１１】
　ステップＳ２３では、吐出異常であるか否かを判定する。すなわち、吐出状態判別部７
３３がその判別結果から吐出異常状態であるか否かを判定する。吐出異常であればステッ
プＳ２４に進み、吐出異常でなければ、つまり正常吐出であればそのままＣＰＵ７１への
正常吐出信号の出力を維持する。
【０１１２】
　ステップＳ２４では、吐出ヘッドのメンテナンスを行う。詳しくは、吐出異常のときは
、吐出状態判別部７３３がＣＰＵ７１へ吐出異常検出信号を出力する。そして、ＣＰＵ７
１は、そのとき実行中のキャリッジ２２の走査を終えると、キャリッジモーター２５を制
御して吐出ヘッド２６を例えば媒体Ｐと対向しない所定位置（フラッシング位置）まで移
動させ、印刷とは関係のないインク滴を媒体Ｐ以外の所定位置へ吐出させるフラッシング
を行う。また、フラッシングを実施した後、まだ吐出異常と判定された場合は、吐出ヘッ
ド２６のノズル２６ｂからインクを強制的に吸引排出させるクリーニングを実施する。
【０１１３】
　ステップＳ２５では、駆動信号生成停止指令を行う。駆動信号生成停止部７３２が、温
度異常検出信号ＸＨＯＴが高電位であると判定した判定結果として出力された停止指令信
号ＳＴを駆動信号生成回路７４に出力し、駆動信号生成回路７４に駆動信号ＣＯＭの生成
を停止させる。なお、このステップＳ２５の処理が、駆動信号生成停止ステップの一例に
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相当する。
【０１１４】
　以上詳述した第１実施形態によれば、以下に示す効果を得ることができる。
　（１）ヘッドユニット５２は、駆動信号ＣＯＭを受けて動作してインクを吐出可能な吐
出部Ｄと、吐出部Ｄの吐出状態を検出して状態検出信号ＮＳＡＳを出力する吐出異常検出
部７５３と、吐出部Ｄを含むヘッドユニット５２の温度異常を検出して温度異常検出信号
ＸＨＯＴを出力する温度異常検出部７５２とを備える。制御回路５１とヘッドユニット５
２とを接続する配線の一例としてのフラットケーブル４０は、状態検出信号ＮＳＡＳと温
度異常検出信号ＸＨＯＴとを出力する信号出力端子５２Ａに接続された１つの信号線ＣＷ
１を備える。制御回路５１は、駆動信号ＣＯＭを生成する駆動信号生成回路７４と、信号
線ＣＷ１を介して入力した状態検出信号ＮＳＡＳに応じて吐出部Ｄの状態を判別する吐出
状態判別部７３３と、信号線ＣＷ１を介して入力した温度異常検出信号ＸＨＯＴに応じて
駆動信号生成回路７４に駆動信号ＣＯＭの生成を停止させる駆動信号生成停止部７３２と
を有する。状態検出信号ＮＳＡＳと温度異常検出信号ＸＨＯＴは、ヘッドユニット５２が
少なくとも温度異常である場合、互いに異なる範囲の信号電位をとる。よって、状態検出
信号ＮＳＡＳと温度異常検出信号ＸＨＯＴは、互いに異なる範囲の信号電位をとるので、
これらの信号ＮＳＡＳ，ＸＨＯＴが仮に重畳しても判別可能である。よって、１つの信号
線ＣＷ１を状態検出信号ＮＳＡＳと温度異常検出信号ＸＨＯＴとに兼用しても、吐出部Ｄ
の状態の判別と、温度異常時における駆動信号生成回路７４による駆動信号ＣＯＭの生成
停止とを、適切に行うことができる。
【０１１５】
　（２）状態検出信号ＮＳＡＳはアナログ信号であり、温度異常検出信号ＸＨＯＴは高電
位と低電位とをとる２値の電位からなるデジタル信号である。このため、温度異常検出信
号ＸＨＯＴが温度異常時にとりうる高電位と低電位との２値のうちいずれか一方を、状態
検出信号のとりうる電位の範囲と異ならせることが可能になる。よって、制御回路は、温
度異常検出信号ＸＨＯＴと状態検出信号ＮＳＡＳとを電位から判別し、吐出部Ｄの吐出状
態の判別と、温度異常検出信号ＸＨＯＴに応じた駆動信号生成回路７４による駆動信号Ｃ
ＯＭの生成の停止とを、適切に行うことができる。
【０１１６】
　（３）ヘッドユニット５２の温度異常を検出した場合、温度異常検出信号ＸＨＯＴは、
高電位と低電位のうち異常を示す一方に維持される。よって、温度異常検出信号ＸＨＯＴ
と状態検出信号ＮＳＡＳとを判別し、吐出部Ｄの状態の判別と、温度異常検出信号ＸＨＯ
Ｔに応じた駆動信号生成回路７４による駆動信号ＣＯＭの生成の停止とを、適切に行うこ
とができる。
【０１１７】
　（４）デジタル信号からなる温度異常検出信号ＸＨＯＴの高電位は、アナログ信号から
なる状態検出信号ＮＳＡＳの最大振幅よりも高い電位であるので、両検出信号ＸＨＯＴ，
ＮＳＡＳを適切に判別できる。
【０１１８】
　（５）駆動素子の一例として圧電素子２６０を用い、吐出部Ｄは圧電素子２６０の変位
に応じてインクを吐出する構成とし、吐出異常検出部７５３は、圧電素子２６０の吐出時
の変位に基づく残留振動に基づく起電圧を状態検出信号ＮＳＡＳとする。よって、吐出に
使用する圧電素子によって吐出部の状態を検出することもできるので、状態検出のための
検出部を別途設ける必要がない。よって、簡単な構成により、吐出部Ｄの状態の判別と、
温度異常時における駆動信号生成回路７４による駆動信号ＣＯＭの生成停止とを、適切に
行うことができる。
【０１１９】
　（６）駆動信号生成回路７４が生成した駆動信号ＣＯＭを受けて動作する駆動素子４２
の変位に応じてインクを吐出する吐出部Ｄの状態を検出して状態検出信号ＮＳＡＳを出力
する吐出異常検出ステップ（Ｓ１１）を備える。また、吐出部Ｄを含むヘッドユニット５
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２の温度異常を検出して状態検出信号ＮＳＡＳと互いに異なる範囲の信号電位をとる温度
異常検出信号ＸＨＯＴを出力する温度異常検出ステップ（Ｓ１２）を備える。さらに１つ
の信号線ＣＷ１を介して入力した状態検出信号ＮＳＡＳに応じて吐出部Ｄの状態を判別す
る状態判別ステップ（Ｓ２２）と、１つの信号線ＣＷ１を介して入力した温度異常検出信
号に応じて駆動信号生成回路７４における駆動信号ＣＯＭの生成を停止させる駆動信号生
成停止ステップ（Ｓ２５）とを備える。よって、１つの信号線ＣＷ１を状態検出信号ＮＳ
ＡＳと温度異常検出信号ＸＨＯＴとに兼用しても、吐出部Ｄの状態の判別と、温度異常時
における駆動信号生成回路７４による駆動信号ＣＯＭの生成停止とを、適切に行うことが
できる。
【０１２０】
　（第２実施形態）
　次に図２２及び図２３を参照して、第２実施形態について説明する。前記第１実施形態
では、温度異常時において２種類の検出信号ＸＨＯＴ，ＮＳＡＳが１つの共通の信号線Ｃ
Ｗ１を伝送される際に重畳したが、この第２実施形態では、２種類の検出信号ＸＨＯＴ，
ＮＳＡＳを切り換える切換回路を有する構成である。なお、前記第１実施形態と同様の構
成については同一の符号を付してその説明を省略し、特に異なる構成についてのみ説明す
る。
【０１２１】
　図２２に示すように、温度異常検出部７５２と吐出異常検出部７５３の各出力端子は、
それぞれダイオード９４，９５を介して切換回路９６と接続されている。切換回路９６は
、１つの信号出力端子５２Ａへ出力する信号を温度異常検出信号ＸＨＯＴと状態検出信号
ＮＳＡＳとの間で切り換える機能を有している。切換回路９６は、温度異常検出信号ＸＨ
ＯＴの伝送経路を開閉する第１スイッチ９７と、状態検出信号ＮＳＡＳの伝送経路を開閉
する第２スイッチ９８とを備える。第１スイッチ９７の制御端子には温度異常検出信号Ｘ
ＨＯＴが入力され、第２スイッチ９８の制御端子には温度異常検出信号ＸＨＯＴがノット
回路９９で反転された信号が入力される。よって、第１スイッチ９７は、温度異常検出信
号ＸＨＯＴが低電位（Ｌレベル）のときにオフし、高電位（Ｈレベル）のときにオンする
。また、第２スイッチ９８は、温度異常検出信号ＸＨＯＴが低電位（Ｌレベル）のとき、
つまり低電位であるＬレベルがノット回路９９で反転したＨレベルが制御端子に入力され
ているときにオンし、温度異常検出信号ＸＨＯＴのＨレベルがノット回路９９で反転した
Ｌレベルが制御端子に入力されているときにオフする。このため、切換回路９６は、温度
異常検出信号ＸＨＯＴがＬレベルのとき、信号出力端子５２Ａから状態検出信号ＮＳＡＳ
を出力し、温度異常検出信号ＸＨＯＴがＨレベルのとき、信号出力端子５２Ａから状態検
出信号ＮＳＡＳを出力せず、これに切り換えて温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力する。
【０１２２】
　以下、ヘッド制御部７５が行う図２３に示す検出処理について説明する。
　ステップＳ３１において、吐出状態を検出して状態検出信号ＮＳＡＳを出力する。
　次のステップＳ３２では、温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力する。これらステップＳ３
１，Ｓ３２の各処理は、第１実施形態における図２０のＳ１１，Ｓ１２の各処理と同様で
ある。
【０１２３】
　ステップＳ３３では、温度異常検出信号ＸＨＯＴが高電位であるか否かを判定する。こ
の判定は、本例では、切換回路９６内の第１スイッチ９７及び第２スイッチ９８と、ノッ
ト回路９９とにより構成される判定回路により行われる。なお、ヘッド制御部７５が、温
度異常検出信号ＸＨＯＴが高電位であるか否かを判定する判定処理を行い、その判定結果
信号を切換回路９６に出力する構成でもよい。
【０１２４】
　ステップＳ３４では、切換回路から温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力する。切換回路９
６では、Ｈレベルの温度異常検出信号ＸＨＯＴを入力した第１スイッチ９７がオンし、温
度異常検出信号ＸＨＯＴを反転したＬレベルを入力した第２スイッチ９８がオフすること
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により、切換回路９６は温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力する。例えば温度が正常状態か
ら異常状態になって温度異常検出信号ＸＨＯＴがＬレベルからＨレベルに切り換わると、
切換回路９６の出力が状態検出信号ＮＳＡＳから温度異常検出信号ＸＨＯＴへ切り換えら
れる。
【０１２５】
　ステップＳ３５では、切換回路から状態検出信号ＮＳＡＳを出力する。切換回路９６で
は、Ｌレベルの温度異常検出信号ＸＨＯＴを入力した第１スイッチ９７がオフし、温度異
常検出信号ＸＨＯＴを反転したＨレベルが入力した第２スイッチ９８がオンすることによ
り、切換回路９６は温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力することなく、状態検出信号ＮＳＡ
Ｓを出力する。このため、１つの信号線ＣＷ１を温度異常検出信号ＸＨＯＴと状態検出信
号ＮＳＡＳとが重畳した状態で伝送されることはほぼなくなる。
【０１２６】
　以上詳述した第２実施形態によれば、第１実施形態で述べた前記（１）～（６）の効果
を同様に得られる他、以下に示す効果を更に得ることができる。
　（７）１つの信号出力端子５２Ａへ温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力するか、状態検出
信号ＮＳＡＳを出力するかを切り換える切換回路９６を更に備えた。よって、１つの信号
出力端子５２Ａへ温度異常検出信号ＸＨＯＴを出力するか、状態検出信号ＮＳＡＳを出力
するかが切換回路９６により切り換えられる。よって、共通の１つの信号線ＣＷ１により
温度異常検出信号ＸＨＯＴと状態検出信号ＮＳＡＳとを出力できる。
【０１２７】
　なお、上記実施形態は以下のような形態に変更することもできる。
　・温度異常検出信号が温度異常時にとる電位を低電位とし、２値のうち低電位（Ｌレベ
ル）を、状態検出信号のとりうる電位の範囲と異ならせてもよい。
【０１２８】
　・温度異常検出信号を２値のデジタル信号、状態検出信号を多値のデジタル信号とし、
両検出信号のとりうる電位を異ならせてもよい。
　・温度異常検出信号をアナログ信号とし、状態検出信号を高電位と低電位とをとる２値
のデジタル信号として両検出信号のとりうる電位を異ならせてもよい。また、温度異常検
出信号と状態検出信号とを共にアナログ信号とし、両検出信号のとりうる電位を異ならせ
てもよいし、温度異常検出信号と状態検出信号とを共にデジタル信号とし、両検出信号の
とりうる電位を異ならせてもよい。
【０１２９】
　・温度異常検出部の検出対象はヘッド制御部のヘッドドライバーＩＣに限定されない。
要するに吐出ユニットの温度異常を検出ものであれば足りる。例えば吐出ヘッド２６内の
ヘッドドライバーＩＣ以外の回路の温度、吐出ヘッド内の空間の温度、吐出ユニット内の
フレームの温度、インクカートリッジとノズルとの間を接続するインク流路の温度、さら
には吐出ヘッド２６の外壁面の温度を検出するものでもよい。また、温度異常検出部は、
温度を検出可能な各種の温度センサーを用いることができ、ダイオード式やサーミスター
以外のもの、例えば熱電対（例えばサーモバイル）でもよい。
【０１３０】
　・吐出ヘッド２６のノズル２６ｂからインク滴を吐出する吐出駆動方式は、静電駆動方
式又は加熱駆動方式でもよい。静電駆動方式の場合、インク室（キャビティー）の一部を
形成している振動板に対して所定の間隔で対向電極を対峙させ、振動板及び対向電極の間
に、駆動信号生成部が生成した所定波形の駆動電圧パルスからなる駆動信号を印加して、
振動板を静電気力によって弾性変位させることで、インク室に連通しているノズルからイ
ンク滴を吐出させる。また、加熱駆動方式の場合、駆動素子として、液体を吐出するため
に利用される熱エネルギーを発生するための電気熱変換素子が用いられ、駆動信号生成部
が生成した駆動信号を電気熱変換素子の一例としてのヒーターに印加することで、ヒータ
ーを加熱してその熱によりインク中に発生した膜沸騰時の気泡により吐出部のノズルから
液体を吐出する。これらの場合、吐出異常検出部は、振動板又はインク圧力室の残留振動
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を検出する専用の圧電素子を設け、圧電素子の圧電作用により吐出部の状態を検出して状
態検出信号（残留振動検出信号）を出力する。これらの構成であっても、配線の信号線を
少なく抑えたり、他の用途に利用したりすることができる。
【０１３１】
　・配線はフレキシブルフラットケーブルに限定されず、フレキシブル基板（ＦＰＣ(Fle
xible printed circuits)）でもよい。さらに断面丸型のケーブルでもよいし、複数の信
号線を含むケーブルが複数設けられていてもよい。また、ＦＦＣ又はＦＰＣ等の配線は、
本体側の制御回路５１と吐出ヘッド２６との間に吐出ヘッドごとに接続されていてもよい
。
【０１３２】
　・液体吐出装置は、吐出ヘッドが媒体の搬送方向と交差する方向に移動可能で、吐出ヘ
ッドの移動による主走査と媒体の搬送による副走査とを略交互に行って媒体に印刷するシ
リアルプリンターに限定されず、吐出ヘッドが主走査方向と副走査方向との両方に移動し
て媒体に印刷するラテラル式プリンターでもよい。ラテラル式プリンターに適用した場合
も、同様の効果を得ることができる。また、ラインプリンターに適用してもよい。ライン
プリンターの場合、そのラインヘッドは、複数の吐出ヘッドを配列してなるマルチヘッド
タイプでもよいし、媒体Ｐの搬送方向と交差する幅方向に亘る印刷領域の全域に一定のピ
ッチでノズルが配列されてなる複数のノズル列を有する１つの長尺状のラインヘッドを備
えた構成でもよい。さらにマルチヘッドタイプにおいて、各吐出ヘッドをノズル列方向が
印刷媒体の搬送方向に対して斜めに交差する向きに傾けた状態に配列することで、ノズル
の搬送方向と直交する方向のピッチを短くして印刷解像度を高くする構成のものでもよい
。この場合、一のノズル列のノズルの搬送方向と直交する方向のピッチ間に、他の一のノ
ズル列のノズルが位置する状態に複数のノズル列を配置し、更なる高解像度を得る構成と
してもよい。
【０１３３】
　・吐出ヘッドに備えられた複数のノズル列は、異なるインク色のものでもよいし、同一
のインク色のものでもよい。
　・吐出ヘッドは、サイズの異なる複数種のドットを形成するべく、１つの吐出部のノズ
ルから複数種（例えば大中小の３種類）のサイズの液体を吐出する４階調の構成としたが
、１種類のサイズの液体を吐出するか吐出しないかを選択する２階調の構成でもよい。さ
らに、大小の２種類のサイズのインク滴を吐出したり、４種類以上のサイズのインク滴を
吐出したりする構成でもよい。
【０１３４】
　・吐出ユニット（特にヘッド制御部７５）が行う処理及び制御回路５１（特にヘッドコ
ントローラー７２）が行う処理は、例えばＦＰＧＡ（field-programmable gate array）
やＡＳＩＣ等の電子回路によりハードウェアで実現されることに限定されず。プログラム
を実行するコンピューターによりソフトウェアで実現されたり、ソフトウェアとハードウ
ェアとの協働により実現されたりしてもよい。
【０１３５】
　・前記各実施形態では、液体吐出装置の１つであるインクジェット式プリンターに具体
化したが、液体吐出装置に適用する場合、プリンターに限定されず、インク以外の他の液
体や、機能材料の粒子が液体に分散又は混合されてなる液状体、ゲルのような流状体を含
む）を吐出する液体吐出装置に具体化することもできる。例えば、液晶ディスプレイ、Ｅ
Ｌ（エレクトロルミネッセンス）ディスプレイ及び面発光ディスプレイの製造などに用い
られる電極材や色材（画素材料）などの材料を分散または溶解のかたちで含む液状体を吐
出する液体吐出装置でもよい。また、バイオチップ製造に用いられる生体有機物を吐出す
る液体吐出装置、精密ピペットとして用いられ試料となる液体を吐出する液体吐出装置で
あってもよい。さらに、光通信素子等に用いられる微小半球レンズ（光学レンズ）などを
形成するために熱硬化樹脂等の透明樹脂液を基板上に吐出する液体吐出装置、基板などを
エッチングするために酸又はアルカリ等のエッチング液を吐出する液体吐出装置、ゲル（
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例えば物理ゲル）などの流状体を吐出する流状体吐出装置であってもよい。そして、これ
らのうちいずれか一種の流体吐出装置に本発明を適用することができる。このように媒体
は、素子や配線等がインクジェットで形成される基板でもよい。液体吐出装置が吐出する
「液体」には、液体（無機溶剤、有機溶剤、溶液、液状樹脂、液状金属（金属融液）等を
含む）、液状体、流状体などが含まれる。
【符号の説明】
【０１３６】
　１１…液体吐出装置の一例としてのプリンター、２２…キャリッジ、２５…キャリッジ
モーター、２６…吐出ヘッド、２６ｂ…ノズル、２９…ロータリーエンコーダー、３０…
給送モーター、３１…搬送モーター、４０…フレキシブルフラットケーブル（フラットケ
ーブル）、４２…駆動素子、５１…制御回路、５２…吐出ユニットの一例としてのヘッド
ユニット、５２Ａ…信号出力端子、７２Ａ…信号入力端子、６４…エンコーダー、７１…
ＣＰＵ、７２…ヘッドコントローラー、７３…ＡＳＩＣ、７４…駆動信号生成部の一例と
しての駆動信号生成回路、７５…ヘッド制御部、７６…吐出部群、８６…デコーダー、８
７…アンド回路、８８…スイッチ、９２…スイッチ、９６…切換回路、９７…第１スイッ
チ、９８…第２スイッチ、１００…ホスト装置、２６０…圧電素子、７３１…データ転送
部、７３２…駆動信号生成停止部、７３３…状態判別部の一例としての吐出状態判別部、
７５１…ヘッド駆動回路、７５２…温度異常検出部、７５３…吐出異常検出部、Ｎ１～Ｎ
４…ノズル列、Ｄ…吐出部、ＣＷ１…信号線、ＣＷ…信号線、ＣＯＭ…駆動信号、ＬＡＴ
…ラッチ信号、ＣＨ…チャンネル信号、ＳＩｎ…印字制御データ、ＳＩ…画素データ、Ｓ
Ｐ…定義データ、ＳＣＫ…クロック信号、ＰＳ…選択データ、ＰＤ…印刷データ、Ｐ…媒
体、ＸＨＯＴ…温度異常検出信号、ＮＳＡＳ…状態検出信号、Ｘ…走査方向、Ｙ…搬送方
向。
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